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序

本書は、 平成8年度に調査を行いました久恵権藤遺跡ほか4遺

跡分の発掘調査報告書です。 筑後市内では毎年数多くの発掘調

査を行っております。 はるかな過去の歴史は、 現在に生きる私

たちに歩むべき道を指し示してくれます。 遺跡の調査は歴史の

ロマンというだけでなく、 私たちが学ぶべき過去を目に見える

形で提示してくれる大切な作業であるといえます。 しかしなが

ら、 今日の豊かな社会はこういった遺跡を破壊することで成り

立っていることも事実です。 本市では失われてゆく文化財を、

守り、 記録してゆくことに全力を傾けております。 残念ながら

現状では調査に追われ、 報告が後手に回っていることも否めま

せん。 見つかった遺跡を正しく評価し、「歴史」として昇華する

ために、 報告書の刊行をはじめ今後も鋭意努力を行ってゆく所

存であります。 市民の皆様をはじめ、 関係各位のご指導• ご助

言を請う次第であります。

平成16年3月

筑後市教育委員会

教育長 城戸 一 男



例 戸

1. 本書は筑後市大字久恵所在の久恵権藤遺跡（第1次、第2次）、久恵中野遺跡、久恵上川原遺跡、久恵

東岸遺跡に関する発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は筑後市教育委員会が行い、 整理作業及び報告書の作成は（財）元興寺文化財研究所に

委託して実施した。 出土遺物他関連の図面や写真等の資料類はすべて筑後市教育委員会において所

蔵· 保管している。 なお発掘調査および整理作業の関係者は、I.調査経過と組織に記したので参照さ

れたい。

3. 本書に使用した方位は、全体図が座標北、個別遺構図は磁北である。

4. 発掘調査にかかわる遺構写真は久恵権藤遺跡を塚本映子、 久恵中野遺跡を田中剛、永見秀徳、 久恵

上川原遺跡を田中剛、久恵東岸遺跡を大島真一郎が行い、遺物写真については大久保治が撮影した。

5. 遺構実測図の作成は久恵権藤遺跡を塚本、久恵中野遺跡を田中、永見、柴田剛（現伊万里市教育委

員会）、永田佳子、久恵上川原遺跡を田中、久恵東岸遺跡を大島が行い、遺物実測図は仲井光代、鉛

谷曜子、船築紀子が作成し、狭川真一、橋本英将、佐藤亜聖が補足した。 浄書は岡本広義、武田、

鉛谷が行った。

6. 本書の執箪はIを小林勇作が、IIIを橋本が行い、IIは橋本、佐藤が草稿を起こし、小林が補筆した。

IVは1)を佐藤が、2)、3)を橋本が、4)を船築が草稿を起こし、小林が補箪した。

7. 本書中における陶磁器の分類は、太宰府市教育委員会「大宰府条坊跡XVJ (太宰府市の文化財第49

集2000年） によった。

8. 本書の編集は小林が監修し、橋本、佐藤が担当した。
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調査成果と組織

I . 調査成果と組織

調査に至る経緯
今回報告する筑後東部地区遺跡群VIIIは、 平成6·7年度に筑後市教育委員会が実施した県営圃場整備事業筑後東

部地区に係わる 4 遺跡の発掘調査成果である。 圃場整備事業で行われる水路新設、 耕作面工事によって遺構が削平
を受ける部分について発掘調査を行い、 削平を受けない部分については遺跡保存の措置を講じている。 なお、 以下
に調査並びに整理・報告書作成の組織について記載する。

調査組織

1)発掘調査および整理作業

発掘調査

平成6年度(1994年度）

総 括 教育長

教育部長

庶 務 社会教育課長

社会教育係長

社会教育係

平成7年度(1995年度）

総 括 教育長

教育部長

庶 務 社会教育課長

社会教育係長

社会教育係

整理作業

平成15年度(20 03年度）

（筑後市教育委員会）

総括 教育長

庶務

教育部長

社会教育課長

文化スポ ー ツ係長

文化スポ ー ツ係

（元興寺文化財研究所）

理事長

所 長

事務局長

研究部長

考古資料研究課長

森田基之

津留忠義

下川雅春

松永盛四郎

永見秀徳

小林勇作

塚本映子（嘱託）（現：三瀦町教育委員会）

大島真一 郎（調査補助貝）（現：黒木町教育委員会）

森田基之

津留忠義

下川雅春(-9月30日）

山口逸郎(10月1日～ ）

本村正晴

永見秀徳

小林勇作

田中 剛
塚本映子（嘱託）

大島真一 郎（嘱託）

牟田口知良(- 9月30日）

城戸 一男(10月1日～ ）

菰原 修

松永盛四郎

成清平和

永見秀徳

小林勇作

上村英士

立石真二（嘱託）

辻村泰善

坪井消足

奥洞二郎

狭川真一

植田直見

ー



考古学研究室長

考古学研究室

塚本敏夫

岡本広義 （主任研究貝）

佐藤亜聖（主任研究貝）

橋本英将（専門研究員）

江野朋子（研究員／土器修復担当）

2)発掘調査参加者

地元有志

3)整理作業参加者

大西美奈 小田真由美 武田浩子 仲井光代 鉛谷曜子 船築紀子 三谷幸恵

なお、 報告書作成に際しては、 以下の方々、 機関よりご指導、 ご教示を賜った。 記して感謝の意を表したい。
遠部慎（南串山町教育委員会） 中川和哉（京都府文化財調査研究センタ ー ） 山川均（大和郡山市教育委員

会） 山村信榮（太宰府市教育委員会）

II. 位置と環境

筑後市は福岡県の南西部、 筑後平野の中央部にあたる。 市域をJR鹿児島本線と国道209号線が縦断し、 国道442号
線が横断する。 また、 市南西部にはー級河川の矢部川、 中央部には山ノ井JI[や花宗川、 北部には倉目川が西流する。
市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、 潅漑用の溜池が点在する。 低位扇状地である東部や、 低地
である南西部には農業水路が発達している。 当市は県内有数の農業地帯であり、 北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、

東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地は、 国道に沿って市の中央部に形成されている。
筑後市の歴史は旧石器時代まで遡ることができ、 市内北部の蔵数坂口遺跡や久恵地区北側の鶴田東大坪遺跡で遺

物が出土している。 つづく縄文時代は、 市内南部で多くの遺跡が確認されている。 特に鶴田岸添遺跡・久恵内次郎
遺跡では早期の落とし穴が検出され、 津島九反坪遺跡・志前田遺跡・鶴田岸添遺跡・久恵中野迫跡では早期と思わ
れる石組炉を検出している。

弥生時代の遺跡も市内南部で多く確認されている。 前期から中期の遺跡としては常用長田遺跡・津島九反坪遺
跡・上北島塚ノ本遺跡などがあり多くの遺物・遺構が出土している。 特に上北島塚ノ本遺跡では夜臼式土器が出土
しており注目されている。 中期以降では蔵数森ノ木遺跡・津島皿ヶ町遺跡・鶴田岸添遺跡などがある。

古墳時代の遺跡としては、 市内北部の石人山・欠塚・瑞王寺などの古墳が有名である。 また、 弥生時代から継続
して生活が営まれていた遺跡として蔵数森ノ木遺跡・久富鳥居遺跡・鶴田西畑遺跡・津島南佛生遺跡などがある。

古代では、 平安時代の法典「延喜式」にみられる「慈野駅」が筑後市内にあったと考えられており、 市内中心部
の羽犬塚中学校附近が有力地である。 当時の官道である西海道の要衝として認知される。 古代の遺跡としては墨書

土器が多く出土した羽犬塚中道遺跡、 竪穴式住居で構成された大規模集落跡の若菜森坊遺跡がある。 また、 西海道

跡として、 鶴田中市ノ塚遺跡・山ノ井川口遺跡・羽犬塚山ノ前遺跡などがある。

中世には大宰府安楽寺領など社寺の荘園として発展し、 その支配を基盤として当地域社会が形成されている。

今回報告する久恵権藤遺跡、 久恵中野遺跡、 久恵上川原遺跡、 久恵東岸遺跡の位置する市内東部の扇状地性低地
では、 筑後東部圃場整備事業に係わる発掘調査によって、 縄文から近世に至る多様な遺構、 遣物が確認されている。

しかしながら沖積低地という立地の性格上、 洪水に伴う断続的な迎物の流入、 押し流しに見舞われており、 考古学

的な視点からは、 必ずしも安定した層位的な知見が得られないのが現状である。
く参考文献＞

亀崎卓爾1997「第一編 自然」『筑後市史」第一 巻 筑後市
柴田剛編2002「筑後東部地区遺跡群IV」筑後市文化財調査報告書第30集筑後市教育委員会
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久恵権藤遺跡

III. 調査成果

1 . 久恵権藤遺跡（第1・2次調査）

久恵権藤遺跡は筑後市の南東部、 大字久恵権藤に位置する(Fig.2·3)。 調査面積は約5,000面である。 調査は
1994年10月27日�1996年3月31日にかけて、 塚本映子が担当して行った。 なお、 報告の便宜として、 各調査区をA·
B·C区と呼称する(Fig.3)。
(1) 検出遺構 (Fig.4-11) 

検出遺構はA区内からピット数基、 土坑数基、 B区からは、 柵列（波板状凸凹）、 溝 8条、 ピット数基、 土坑数基、
C区からは、 溝 3条、 ピット数基、 土坑数基を確認した。 このうち土坑、 ピットについては、 出土遺物がなく、 建
物跡を構成するものもなかったため、 以下柵列、 溝について報告する。

柵列（波板状凹凸面）
1 SA14 B区南側で検出した南北方向に伸びる遺構であり、 9基の柱穴を確認した。 出土遺物等はなく、 時期や

性格等は不明である。 個別のピットは径30�60cm、 深さ5�30cm、 ピット間の距離は40�80cmを測る。 調査段階
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Fig.3 久恵権藤遺跡調査区配置図
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Fig.4 久恵権藤遺跡A区全体図
(1 : 400) 
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Fig.5 久恵権藤遺跡B区全体図(1) (1 : 600) 
では柵列として捉えていたが、 その後これが道路遺構として把握されている波板状凸凹面である可能性が生じた。
詳細は総括にゆだねるが、 現在の所道路遺構として認識している。

溝

B区東側で検出した溝で、 調査区内を南北方向に走る。 幅約8.5m、 深さ約0.55mを測る。 埋土は粘質土
を主体とする。 出土遺物は、 陶磁器片、 弥生土器片、 黒曜石剥片数点が出土した。

B区西側で検出した溝で、 南北方向に走る。 幅約9.4m、 深さ約0.8mを測る。 埋土は粘質土を主体とす

1 S 001 

1 S DOS 

る。 遺物等は出土しなかった。

1 SD 10 B区西側で検出した溝で、 南北方向に走る。 幅約7.8m、 深さ約0.8mを測る。 埋土は上層で粘質土主体、
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Fig.6 久恵権藤遺跡B区全体図 (2) (1 : 400) 
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久恵権藤遺跡

下層で砂質土主体となる。 遺物等は出
土しなかった。
1 SD 15 B区中央付近を蛇行しな

がら東西方向に流れる溝で、 幅約4�
4.5m、 深さ約0.9mを測る。 埋土は粘質
土を主体とし、 溝底付近で部分的に砂
質土の堆積がみられる。 サヌカイト製
の石鏃が出土した。 調査時の所見では、
後述の1 S D20との類似性が指摘でき、
調査区外で繋がる同 一の遺構、 もしく
は時期や 性格を等しくするものである
可能性がある。
1 S D20 B区南側で検出した溝で、

北西ー南東方向に走る。 幅約5m、 深さ
約l .l mを測る。 埋土は粘質土を主体と
し、 溝底付近に一部砂質土の堆積がみ
られる。 遺物等は出土しなかった。
1 S 030 B区西側で検出した溝で、

南北方向に走る。 幅約6.4m、 深さ約
0.4mを測る。 埋土は粘質土を主体とす
る。 遺物等は出土しなかった。 掘削当
初は浅い落ち込み状の溝として存在し
ていたと考えられ、 調査区内では明確
なプランを把握できていない。
1 s 045 C区南側で検出した溝で、

東西方向に走る。 幅約0.3 m、 深さ約
0.15mを測る。 埋土は粘質土を主体と
する。 遺物等は出土しなかった。
1 SD 50 C区北側で検出した溝で、

l S D45に並行して東西方向に走る。
幅約0.9m、 深さ約0.3mを測る。 埋土は
粘質土を主体とする。 遺物等は出土し
なかった。

1 SD 55 C区南西端で検出した溝
で、 東西方向に走る。 撹乱のため溝幅
は不明である。 埋土は粘質土を主体と
する。 遺物は弥生土器片、 土師器杯、
皿、 須恵器高杯、 杯片、 瓦器椀が出土
したが、 いずれも細片である。
(2)出土遺物 (Fig.12·13)

久恵権藤遺跡からは、 黒曜石製の石
鏃、 サヌカイト製の石鏃、 黒曜石チッ
プ、 土師器皿、 須恵器片、 瓦器椀、 陶
磁器片が出土した。 多くは細片であり、
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Fig.7 久恵権藤遺跡C区全体図(1 : 300) 
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久恵権藤遺跡

表土

L=15.000 
w 

表土

2
 

3_
 

表土

表土

表土

1SD01 
1 i炎黒茶色粘質土 赤茶色粒子を多く含む。黒色粒子を含む
2黒色粘質土 i炎茶色粒子を多く含む。橙色粒子、思色

粒子、赤色粒子、橙色小プロックを含む
3淡暗茶色粘質上 赤茶色粒子を多く含む
4 i炎熱灰色粘土 黄茶色粘質上混、灰色粒子を多く含む
5淡暗茶色粘質土 貨茶色粘質土混、暗灰色粘質土プロッ

ク、赤茶色粒子を含む
6淡暗茶色粘質土 黄茶色粒子、:1.1.茶色粒子を含む。赤茶色

粒子を多く含む
表土

L=15.000m 
E 

゜ 2m 

Fig.8 久恵権藤遺跡1SD01土層断面図 (1 : 40) 
図化可能であった石鏃 3点と瓦器椀 1点について報告する。
1SD15出土遺物 石鏃l点が出土した。 1 は凹基無茎式の石鏃である。 両面を調整し、逆刺を比較的鋭く仕上げ

ている。 風化が著しい。 最大長2.2cm、最大幅2.0cm、 最大厚0.3cm、重絨0.6 g で完形。 石材はサヌカイトである。
1SD55出土遺物 瓦器椀が出土した。 復元口径16.7cm、 残存高4.75cmを測る。 色調は黒灰色を呈し、焼成は良好、

極微小な石英、 長石を含む。 口縁は体部からわずかに外湾して斜め上方へ伸び、端部は丸くおさめる。 風化のため
調整の詳細は不明だが、外面に横方向のナデをお こなっているのが確認できる。

表土出土遺物 2 は平基無茎式の石鏃である。 基部は平基に近い凹基状に、体部は両面に調整が施されている。
先端と側縁の一部を欠損する。 最大長3.0cm、 最大幅2.0cm、最大厚0.4cm、 重醤2.2 gを測る。 サヌカイト製。 3 は
平基無茎式の石鏃である。 作用部の中央に屈曲が作り出される五角形鏃である。 最大長2.8cm、 最大幅1.5cm、最大
厚0.4cm、 重最1.5gで完形である。 サヌカイト製。
(3)小結

久恵権藤遺跡の調査成果をまとめると以下のようになる。 追跡の時期については、縄文から中世にいたる遺物が
出土しているが、明確に遺構と対応して出土したものがなく、調査区内で確認した遺構がどの時期に属するのかに
ついては判然としない。 遺物自体に関しても、特定の時期の遺物が傑出して出土する、といった状況は確認できず、
遺跡自体の積極的な評価は非常に困難である。 しかしながら、今回確認した合計9条の溝のうち、1 S Dl5とl S D 
20については、北西方向もしくは南東方向に広がる集落との関連で掘られたものと考えられる。 その他の溝につい
ても、周辺の調査成果と対応させてゆく ことにより、今後 一定の評価が可能となるかもしれない。 今後の調査の積
み重ねに期待したい。

，
 



三
E 

L=1 5.500 
� 

1 5  ※ 

表土

※ 

゜ 2m 

1 SD05 
1 淡忠茶色粘質 t 焦茶色粒 fを多く含む。黄茶色粒子をわずかに含む 9 淡貨灰色粘質上
2黒灰色粘質土 暗黄茶色粘質七プロックを含む。黙茶色粒子を含む 1 0 淡黄灰色粘質t
3 謀灰色粘質七 2よりも黒く、粘性が強い。灰色粒子を多く含む。赤茶色プロックを含む
4 暗灰色粘質土 あまり粘性のない暗貨茶色粘質上況じる。赤茶色プロックを含む 1 1  i炎貨灰色粘牧土
5 黒灰色粘質上 2よりややi炎いi炎黄茶色プロックを含む 12 i炎灰色粘質 I:
6 暗灰色粘買土 灰色粒子を非常に多く含む。赤茶色プロックを含む。黒色粒子を少

し含む 1 3  i炎灰色砂質上
7 暗灰色粘質上 灰茶色砂質 t視じる。:!.\色粒 fを含む。赤茶色粒子を含む。謀色粒 1 4 淡灰色粘竹上

子を少し含む
8 灰色粘質上 やや黄色味がある悶色粒子を含む。少しi炎めの灰 色砂質土混じる 1 5 淡灰茶色粘質上

粘性は弱い。赤茶色プロックをわずかに含む。黒色粒子を含む
9より黄色味を帝ぴる。焦色粒子を含む。赤茶色プロックをわずかに
含む。赤茶色粒子を多く含む
淡灰色粘質土混じる。赤茶色粒子を多く含む
粘性は弱い。i炎茶色砂牧 t視じる。黙色粒子を含む。赤茶色粒f-を
多く含む
やや茶色味がある赤茶色粒子を多く含む
12より粘性は強いが、賠茶色粘質 t視じる。赤茶色粒 fを含む。:.I.\
茶色粒子を含む
淡暗黄茶色粘m上説じる。赤茶色粒―卜を多く含む。訊茶色粒子を多
く含む

表土

L=1 5.500m 
表土

※
 

表土

L-1 5.500m 
表土

表土
※
 

8
 

暗黄茶色砂質土況じる。粘性は弱い。黙色粒子を多く含
む。暗灰色粒子を含む。暗赤茶色小プロックを多く含む

2暗灰色粘質t 淡灰茶色砂質 l:i昆じる。］よりやや粘性が強い。黙色粒子
を多く含む。暗赤茶色小プロックを多く含む

3 暗灰色粘質J.: 2より茶色味を帯ぴている。砂質に近いくらいの粘性淡
灰茶色砂質上混じる。黒色粒子を含む。暗赤茶色の小
プロックを含む

4 暗灰色粘質土 2に近い色調、i炎灰茶色砂質土況じる。2に比べ粘性は
弱い。黙色粒子、暗赤茶色小プロックを含む

5暗貨灰色砂質土 暗灰色粘質土混じる。黒色粒子を含む。きめが枡い
6 賠黄灰色砂質土 It.\色粒子を少し含む。暗赤茶色小プロックを含む
7 暗貨灰色砂質 t 径2-5mmの小礫 ・ 利砂が混じる
8 賠黄灰色砂質土 6より茶色を帝ぴている。帯状に炭化木細I「を含んだffl'i

灰色粘質上と互層を成すように堆積する
9 暗貨灰色砂竹七 ： H色粒

―
f-を含む。暗赤茶色小プロックを含む

0 2m 

Fig.9 久恵権藤遺跡1 S D 05 · 10土層 断面図 ( 1 : 40) 
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久恵権藤遺跡

一
E

L= 1 4550 
w 

1 0  
1 SD1 5セクションa
1 淡黄灰色粘質土 鉄斑文あり。淡黄茶色粒子が混入。 i炎焦茶色プロックが少し混入
2淡黄灰色粘質上 鉄斑文あり。淡黒茶色プロック、淡黄茶色プロック、i炎灰茶色プロ

ックが況入
3淡黒灰色粘竹士 鉄斑文少嚢。 i炎熟茶色プロックが況入。 淡貨茶色プロックが少嚢視入
4 淡灰茶色粘質 ヒ 鉄斑文あり。 i炎忠灰色粒子が多く混入。淡灰茶色粒子が混入
5 淡灰茶色粘質上 鉄斑文あり。淡馬灰色粒子が少拭混入。 i炎灰黄色小プロックが

少旦混入

6 淡灰茶色粘質土 淡黙茶色粒子が混入。 i炎灰茶色粒子が少葺況入
7 淡灰茶色粘質土 淡黄茶色微粒子が散在。淡灰茶色プロックがわずかに況入
8 淡灰茶色粘質土 鉄斑文多黛4-7に比ぺ粘性がやや弱い
9 i炎灰茶色粘阿土 砂粒を少屈含む。 鉄斑文あり。 i炎灰茶色微粒子が少し混入

10 i炎灰茶色砂質土 i炎灰色粘質土プロック、淡島色粒子、炭化物が況入
1 1  j炎灰茶色砂質土 鉄斑文少貨砂粒が少及混入。 j炎灰茶色プロックが況入
1 2  j炎灰茶色砂質土 鉄斑文あり炭化物、j炎灰茶色粒子が混入

-

s

 

L=1 4 .500m 
N 

1 $0 1 5セクションb
1 暗馬茶色粘質土 赤茶色粒子を多く含む。 粘性はやや弱い
2黙色粘牧土 粘性が強い
3 淡黒色粘質土 2より粘性が弱い。 赤茶色粒子を少証含む
4 暗灰色粘質土 やや粘性が弱い黄白色粒子を少飛含む。 黙色粒 fを多位に含

む。 赤茶色粒子を含む
5淡灰茶色粘質上 4より粘性が弱い。 黄茶色粒-{_を多姑に含む。 焦色微粒子を含

む。 赤茶色粒f-を含む

6淡灰茶色粘質上

7 灰色粘質土

8 淡黄茶色粘質土
9 灰色粘質 I:

1 0 灰茶色砂質上
1 1  II附灰色粘質上

5より灰色味を増す 。 黄茶色粒子を多拭に含む。 焦色徴粒子を
多く含む。 赤茶色粒子を含む
5に比べると粘性が弱い。 i炎黄茶色砂質 tが少旦況人。 規色粒
子を多く含む
暗灰色粘牧上混入。 思色粒子を多く含む。 赤茶色粒子を少凧含む
粘性は7とlill じ。淡黄茶色砂質上況入。 黒色粒子を多く含む
暗黄茶色砂質土混入。 黒色粒 fを含む
粘性は弱い。灰白色粒子を含む。 糾色粒子を少し含む。 赤茶色
粒子を少し含む

L-1 5.500 
w 表土 E

 

表土

表土

1 SD20 (A区北壁）
1 i炎暗茶色粘質士 淡灰色粘質 t況入貨茶色粒子、黒色粒子、暗赤茶色粒子を多

く含む
2淡暗茶色粘質土 ］ より暗い暗赤茶色粒子を多く含む
3 灰茶色粘質土 l、2より粘性が強い。 暗赤茶色粒子を多汰に含む。 i炎茶色粒子

を多く含む
4 灰茶色粘質土 3より謀味を帯ぴる。 暗赤茶色粒子を多く含む

5 灰茶色粘質土 4 より黒味を帝ぴる。 粘性が強いII距赤茶色粒子、暗黄茶色粒子を
含む

6 黒色粘質上 暗灰色粘質土混人。 粘性がつよい暗赤茶色粒子を含む
7 暗灰色粘質土 6より粘性が弱い。 暗赤茶色粒子を少嚢含む
a w灰色粘質土 i炎い青灰色砂質上況入 。 粘性は弱い暗赤茶色粒子を含む

表土

L=1 4 .500m 
w 

4-

※ 

゜ 2m 

表土

※ 

表土 E 

1 SD30 (B区北壁）
1 暗灰黄茶色粘質土
2暗灰黄茶色粘質土
3 灰茶色粘門土
4 灰茶色粘質土
5 灰茶色粘質七
6 灰茶色粘竹土
7 i炎灰茶色砂質上

やや粘性が弱い。 暗茶色粒子、黄茶色粒子を含む
] よ り 黄茶色味を帯ぴる。淡茶色砂質上混入。 暗茶色粒子、貨茶色粒子を多く含む
粘性が強い。 暗茶色粒子、:-1.\色粒子、白茶色粒子を含む。 賠赤茶色粒子を多く含
3より粘性が弱く、灰色味を帯ぴる。 馬色粒子、暗赤茶色1)ヽプロックを多く含む
4より茶色味を帯ぴる。 烈色粒子を多く含む。暗赤茶色11ヽプロックを含む。 明黄茶色砂質土プロックを少棋含む
淡黒色粘質土混入。 黒色粒子を含む。 暗灰色砂質上プロックを少lll含む
暗灰色砂質 t混入。 暗茶色粒 子を少し含む

� 
Fig. 10 久恵権藤遺跡1 S D 15 · 20 · 30土層 断面図 ( 1 : 40) 

1 1  



1 SD45セクションa 1 SD45セクションb 1 SD50セクションa 1 SD50セクションb
L=1 5.800m 

s 
_

N

 

L=1 5.800m L=1 5.800m L=1 5.800m 
N S S N S 

亨 三 言� 
1 SD45a 2淡灰茶色砂質土 1 より灰色味が強く、粘性が弱い。暗黄茶色砂質
1 淡焦茶色粘質土 砂質土を含み粘性が弱い。淡黄茶色小プロック 土滉入。馬茶色粒子を少し含む

を含む。i炎焦茶色粒子を含む 3 灰色砂質土 暗茶色粘質土プロックを含む。暗茶色砂質土混入
2淡黄茶色粘質土 淡灰茶色プロック、i炎黒茶色粒子を含む。明 黄茶 4 灰色砂質土 粘性がある暗黄茶色砂質土況入

色粒子を含む 1 SD50b 
3 i炎黄茶色粘質土 2に比べ灰色味を帝ぴ、粘性が強い。i炎黄茶色 1 i炎灰茶色粘質土 粘質は弱い。明黄茶色粒子が況入、i炎熟茶色粒

小プロッ クを含む 子が少嚢混入
1 SD45b 2 i炎灰茶色粘質土 砂質土を含む明貨茶色粒十、i炎黒茶色粒子を
1 i炎黒茶色粘質土 i炎黒茶色粒子、i炎黄茶色粒子を含む 含む
2淡黒茶色粘質土 砂質土を含み1より粘性が弱い。i炎黄茶色粒子を 3 淡灰茶色粘質土 砂質土が多く況入。明黄茶色粒子が多く含む

含む 4 淡灰茶色粘質土 粘質が強く、明黄茶色小プロックが多く滉入
1 SD50a 5 淡灰茶色粘質土 上部に砂質士を含む。明黄茶色小プロックを下
1 淡灰茶色砂質土 やや粘性がある暗茶色粘質土プロック況入。暗 部に多く含む

黄茶色砂質土混入。黒茶色粒子を少嚢含む

L-1 5.700m 
s 

゜�
 

m
i

 

2
 

1 SD55 
1 暗灰黒色粘質土 粘性がやや強く、淡灰茶色プロック、淡暗茶色粒

子、淡黄茶色微粒子、淡灰茶色プロックが況入
2淡灰煤色粘質土 明黄茶色小プロック、粒子が混入
3 淡灰黒色粘質土 明 黄茶色小プロック、粒子が混入。暗黙色微粒

子が下部にi見入

4 淡灰黒色粘質土 砂質上が少黛混入。馬色微粒子が多く混入、明
黄茶色プロックが混入

5 淡灰馬色粘質土 砂質土が多く混入。明赤茶色粒子、思色プロッ
ク、明 黄茶色粒子が況入

6 淡灰黙色粘質土 砂質土が少伍混入。i炎黄茶色粒子が況入
7 i炎灰黙色粘質土 礫を多く含む。淡赤茶色プロ9クが多く況入

Fig. 1 1  久恵権藤遺跡1 S D 45 · 50 · 55土層 断面 図 ( 1 : 40) 

� 

゜ 1 0cm 

Fig. 12  久恵権藤遺跡 出 土土器 ( 1 : 3) 

A � Jヽ
ゃ 昌 � I A � �  

＜ 
2
 ＜ 

Fig. 13  久恵権堂
1 0cm 

遺跡出 土石器 (2 : 3) 
゜
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久 恵 中 野遺跡

2 . 久 恵 中 野遺跡 （第 1 次調査）

久恵中野遺跡は筑後市東南部、 標高16 m程の中位段丘上に位置する (Fig.2)。 周囲には弥生から中世にか けての
集落である久恵上 川 原遺跡、 久恵川 ノ 上遺跡等が存在する。 調査面積は約2,300面であり、 調査は1996年1 月 5日 � 3
月 29 日 まで 田中剛が担当して行った。
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Fig.14 久恵 中 野遺跡A区全体図 (1 : 600) 

( 1 ) 検出 遺構 (Fig.14-19)
A区

A区 では、 3条の溝、 多数 のピット、
土坑を検出した。 遺物はほ と んどが表
土からの出土であり、 こ こでは、 特徴
的な迫構である被熱した 礫を伴う土坑
について報告する。
土 坑

゜

゜ 50 cm 
1 S K 1 6  A区南部で検出し た 土坑

で、 径1.4m、 深さ0.2mを測る。 径約
0.15mの被熱し た 礫からなる集石を伴
ぅ 。 追物は出土しなかっ た。

Fig.15 久恵 中 野遺跡A区1SK16 · 17平 面 • 断面図 (1 : 20) 
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1 S K1 7 A区南部で検出した土坑

［ベ � し ,os

で、 径1.45m、 深さ0.25mを測 る 。 遺
物は出土しなかった。

B 区
B 区 では、 溝3条、 住居址 l 棟、 多

数 のピット、 集石土坑4基を検出した。
゜ ff 1 SDO� 万�恥＼

ピットからの遺物の出土はなく、 住居． 1 SK30 
址l棟を除いては建物などを構成す る
要素も窺えなかったため、 こ こでは溝
と住居址、 土坑について報告す る 。゜ 溝゜ 『 . f) 

叩゜ <o 1 S D02 B区内を北西ー南東方向
に走 る 溝であり、 幅約0.25m、 深さ約

も • 0 
0.2mを測 る 。 埋土は粘質土を主体とす

1 SK50 ． ． る 。 土師器杯、 瓦質土器摺鉢を出土し
゜ ゜` た。

\ ◎1 SK20 。
゜ 1 S D03 B 区内を南北に走 る 溝で
°゜ o a あり、 幅約0.25m、 深さ約0.3mを測 る 。

埋土は粘質土を主体とす る 。 黒色土器
椀を出土した。

゜ 1 0m 住居址

＋ ヤ=21 355 

1 S 101 B区中央北側で検出した方
形の住居址であり、 一辺約5mを測 る 。

Fig.16 久恵 中 野遺跡B区全体図 (1 : 400) 四辺に幅0.15m前後の壁溝を廻らす。 主
L=1 6.300m 
N S 

L=1 6.300m 
E W 

芍�02 ［エ003

゜ 50cm 

1 SD02 
1 明馬茶色粘質土 暗黄茶色プロックを多く含む
2 黒灰茶色粘質七 暗黄茶色プロックを多く含む。黒色粒子含む
1 SD03 
1 i炎焦茶色粘質土 暗黄茶色粒十多く含む。黒色粒子含む
2 明黙茶色粘質土 暗黄茶色粒子多く含む。熟色粒子含む
3 濃黙茶色粘質土 粘質が強く、暗黄茶色粒子多く含む。黙色粒子含む

Fig.17  久恵 中 野遺跡B区1SD02 · 03土層断
面図 (1 : 20) 

柱穴は径0.4m前後を、 それ ぞれの柱間隔は平均2.05mを測り、
ほ ぼ正方形に並ぶ。 東辺には壁に接して溝に画された土坑が存
在す る 。 鼈の痕跡と考えられ る が決定づ け る 根拠を持たない。
古墳時代に属す る 土師器を大最に出土した。
土 坑
1 S K 10 B区東側で検出した土坑で、 径1.6m、 深さ0.4mを測

る 。 径0.2- 0.4mの被熱した集石を伴う。 遺物は出土しなかった。
1 S K 20 B区南側で検出した土坑で、 径2.4m、 深さ0.4mを測

る 。 径O.l -0.4mの被熱した集石を伴う。 縄文土器片を出土した。
1 S K  30 B 区東側で検出した土坑で、 径1.4m、 深さ0.2mを

測 る 。 径0.2- 0.5mの被熱した集石を伴う。 遺物は出土しなか
った。

1 S K  50 B区中央北側で検出した土坑で、 径1.4m、 深さ0.15mを測 る 。 径0.1�0.3mの被熱した集石を伴う。 遺
物は出土しなかった。
(2)出土遺物 (Fig.20-27)

B区1SD02出土遺物 lは回転台使用の杯であ る 。 底部のみ残存し、 残存高1.3cm、 底部径5.8cmを測 る 。 内面見
込み部にはナデをお こない、 底部には回転糸 切り痕を残す。 明橙色を呈し、 焼成は良好であ る 。 胎土は密で、 微小
な砂粒、 雲母を含む。 2は回転台使用の杯であ る 。 底部のみ1/2程度残存し、 残存高1.6cm、 底部復元径7.4cmを測 る 。
内面見込み部にはナデをお こない、 底部には回転糸 切り痕を残す。 明橙褐色を呈し、 焼成は良好であ る 。 胎土は密
で、 微小な砂粒を含む。 3は摺鉢の口 縁部であり残存高4.2cmを測 る 。 内面には、 摺 目 が確認でき、 ナデをお こなう。

14 
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Fig. 18  久恵 中 野遺跡 B 区1 SI01平面図(1 : 40) 
外面には ケ ズ リ 、 ナ デをおこなう。 口縁端部は僅かに窪み、 面をもつ。 淡灰褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土

は密で、 微小な砂粒を含 む。

B区1SD03 出 土遺物 黒色土器椀が出土した。 内面にのみ黒色処理をおこなうA類である。 残存高4.0cm、 高台径

6.4cmをはかる。 杯部には内外面ともに ミ ガ キ をおこなう。 高 台には ナ デをおこなう。 内面は黒褐色、 外面は淡橙

褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 微小な ク サ リ 礫を含 む。
B区1SK20出 士遺物 縄文土器l点が出土した。 外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、

焼成はやや軟質である。 胎土はやや粗く、 径 1 mm程度の長石、 角 閃石、 チ ャ ー ト を含 む。 内面にはナ デを行う。

B区1SI01 出 土遺物 壷 ( 1 ) 、 高杯 (2 - 4) 、 器台 (5) 、 鉢 (6 · 7) 、 甕 (8- 1 1 ) 縄文土器 ( 12) が出土した。

1 は壷の口縁部であり、 口径10.0cm、 残存高5.3cmを測る。 口縁部は僅かに外反し、 ほ ぼまっす ぐに伸 びる。 端

部を丸くおさめる。 内面は口縁部にナ デ、 体部に板ナ デをおこなう。 外面は口縁部にタ テ ハ ケ、 ナ デを、 体部にタ
テ ハ ケ をおこなう。 淡黄橙色を呈し、 焼成は良好である。 胎土はやや粗く、 径1mm程度の角 閃石を含 む。 2 は高杯

である。 杯部は ほ ぼ完存、 脚部は1/2程度残る。 口径 16.7cm、 器高14.8cm、 脚 端部復元形12.0cmを測る。 杯部は斜

め 上方にほ ぼまっす ぐに伸び、 口縁部で僅かに外反する。 脚部は斜め下方に ほ ぼまっす ぐに伸 び、 端部をやや強く

屈 曲させる。 杯部内面は横方向のハ ケ 、 外面は ナ デをおこない、 脚部内面はケ ズ リ 、 外面はタ テ ハ ケ 、 ナ デをおこ

なう。 淡黄橙褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径 1 mm程度の長石、 角 閃石、 チ ャ ー ト を含 む 。 3は高

15 
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F ig. 19  久恵 中 野遺跡 B 区lSKlO · 20 · 30 · 50平面 • 断面図 ( 1 : 40) 
杯の杯部である。 口縁部のみ ほ ぼ完 存
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し、 口径 18.0cm、 残存 高5. 1cmを測る。

口縁部は斜 め 上方に ほ ぽまっす ぐに伸

び、 端部を丸くおさめる。 内面は ナ デ、

外面はタ テ ハ ケ 、 ナ デをおこなう。 明

橙色を呈し、 焼成は 良好である。 胎土

は密で、 径1mm程度の角 閃 石を含 む。 4F ig.20 久恵 中 野遺跡B区 1 SD02 出 土土 器 ( 1 : 3) 

0 5cm 一 な砂粒を含 む。 5は器台 脚部である。 脚 端部復元径
1 1 .0cm、 残存 高8.3cmを測る。 脚部は斜め下方に ほ

久恵 中 野遺跡B区 1SD03出 土 F ig.22 久恵中野 ぼまっす ぐにのび、 端部は丸くおさめる。 内面は残

土器 ( 1 : 3) 遺跡 B 区 1 SK20出 存部の上半にケ ズ リ
土土器

、 下半に粗い横方向のハ ケ をお
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は高 杯の杯部、 脚部の接合部であり、 残存高3.7cm
を測る。 内外面の調整は風化のため 不 明である。 明
橙色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は密で、 微小

゜ 10cm 

Fig.2 1 

こない、 外面には横方向のハ ケ 、 縦方向のナ デをお
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こなう。 暗橙色を呈し、焼成は良好である。 胎土はやや 粗 く 、径1mm程度の石英、長石、角閃石、チャ ー トを含む。
6は完形の鉢である。 口径15.2cm、器高8.7cmを測る。 丸底で、口縁部付近を僅かに外反させて、端部を丸 く おさめ
る。 内面には板ナデ、外面には ケ ズ リ をお こなう。 外面には煤が付培する。 明橙褐色を呈し、焼成は良好である。
胎土はやや 粗 く 、径1mm程度の石英、長石、角 閃石を含む。 焼け歪みによって平面楕 円 形を呈する。 7は完形の鉢
である。 口径9.9cm、器高6.3cmを測る。 丸底で、 口 縁部は緩やかに窄まったのち僅かに外反する。 内面にはユ ビ オ
サエ、板ナデをお こない、外面にはハ ケ 、ナデをお こなう。 淡橙色を呈し、焼成は良好である。 胎土はやや 粗 く 、
径1mm程度の角閃石、微小な砂粒を含む。 8は甕である。 口縁部から体部上半にかけて1/5程度残存する。 復元口径
14.6cm、残存高9.6cmを測る。 口縁部はやや内湾しながら立ち上がる。 内面にはケ ズ リ 、ナデをお こない、外面に
はハ ケ 、ナデをお こ なう。 淡橙色を呈し、焼成は良好である。 胎土は密で、径1mm程度の長石、角 閃石を含む。 9
は甕である。 口縁部から体部上半にかけて1/2程度残存する。 復元口径17.2cm、残存高15.3cmを測る。 口縁部は端
部付近を僅かに内湾させて立ち上がる。 内面には口縁部にナデ、体部にケ ズ リ をお こなう。 外面には口 縁部にナデ、
体部に タ テ ハ ケ をお こなう。 明赤褐色を呈し、焼成は良好である。 胎土はやや粗 く 、径5mm以下の石英、長石、角
閃石を含む。 10は甕である。 口縁部から体部上半を4/5程度残し、口径16.2cm、残存高11.6cmを測る。 口縁部は僅
かに外反しながら斜め上方にのび、端部は面をもつ。 内面は口 縁部にハ ケ 、体部にケ ズ リ をお こない、外面は口縁
部で タ テ ハ ケ、ナデ、体部に タ テ ハ ケをお こなう。 淡黄褐色を呈し、焼成は良好である。 胎土はやや 粗 く 、径2mm
程度の石英、長石、角 閃石を含む。 11は甕である、体部下半のみ3/5程度残存し、残存高19.4cmを測る。 丸底で、
内面にケ ズ リ 、外面にハ ケをお こなう。 暗褐色を呈し、焼成は良好である。 胎土は粗 く 、径2mm程度の石英、長石、
角 閃石、チャ ー トを含む。 12は内外面に楕 円 形の押型文をもつ深鉢の口縁部である。 暗橙色を呈し、焼成は軟質で
ある。 胎土は粗 く 、径1mm程度の石英、長石を含む。 口縁部は端部をわずかに外側に屈曲させる。

表土 出土 の遺物
縄文土 器 表土からは縄文土器および石器が多 く 出土している。 1�22がA区出土、23�52がB区出土である。
1は口縁端部から内面 口 縁部付近に山 形の押 型文を持つ深鉢の破片である。 黄褐色を呈し、焼成はやや 軟質であ

る。 胎土は粗 く 、径1mm程度の角閃石、チャ ー トを含む。 残存する内面の下半部にはユ ビ オ サエののちナデをお こ
なう。 外面にはナデをお こなう。 2は外面に山 形の押 型文を持つ深鉢の破片である。 淡黄褐色を呈し、焼成はやや
軟質である。 胎土は粗 く 、径5mm以下の石英、角閃石、チャ ー トを含む。 内面には オ サエ、ナデをお こなう。 3 は
口縁部内面に短沈線、外面に楕 円 形の押型文をもつ深鉢の口縁部である。 暗橙褐色を呈し、焼成はやや 軟質である。
胎土は粗 く 、径3mm以下の石英、長石、角閃石、チャ ー トを含む。 口 縁部内面の短沈線は 1 本の施文に際し工具を
2度押し付けた痕跡が認められる。 口 縁部は緩やかな 波状を呈する。 残存する内面下半には オ サエ、ナデをお こな
う。 4は口縁部内面に短沈線をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、焼成は軟質である。 胎土は粗 く 、径2mm
程度の石英、角 閃石、チャ ー トを含む。 口 縁部は緩やかな 波状を呈する。 残存する内面下半にはナデをお こなう。
外面は摩滅のため調整等は不明である。 5は外面に縦方向の沈線をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、焼成
は軟質である。 胎土は粗 く 、径1mm以下の石英、長石、チャ ー トを含む。 6は内面に短沈線、楕 円 形の押型文を持
つ深鉢の口縁部である。 暗橙褐色を呈し、焼成は軟質である。 胎土はやや粗 く 、径1mm程度の長石、角閃石、チャ
ー トを含む。 7は内面に短沈線をもつ深鉢の破片である。 暗 赤 褐色を呈し、焼成は軟質である。 胎土は粗 く 、径
1 mm程度の角閃石、チャ ー ト、 ク サ リ 礫を含む。 8は内面に短沈線、外面に楕 円 形の押型文をもつ深鉢の破片であ
る。 淡黄褐色を呈し、焼成は軟質である。 胎土は粗 く 、径1mm程度の長石、角閃石、チャ ー トを含む。 9は外面に
楕 円 形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡黄褐色を呈し、焼成はやや 軟質である。 胎土は粗 く 、径1mm程度の石
英、長石、角閃石を含む。 内面には オ サエ、ナデをお こない、外面の押型文を施さない範 囲には オ サ工をお こなう。
10は外面に楕 円 形の押型文をもつ深鉢の破片である。 黄褐色を呈し、焼成はやや軟質である。 胎土は粗 く 、径1mm
程度の石英、角閃石、チャ ー トを含む。 内面には オ サエ、ナデをお こなう。 11は深鉢の口 縁部であり、内外面、 ロ
縁端部に長楕 円 形の押型文をもつ。 暗褐色を呈し、焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗 く 、径1mm程度の石英、
角 閃石、チャ ー トを含む。 内面の押型文をもたない部分にはナデをお こなう。 12は外面に楕 円 形の押型文をもつ深
鉢の口縁部である。 暗橙褐色を呈し、焼成は軟質である。 胎土は粗 く 、径1mm程度の石英、角閃石、チャ ー トを含
む。 内面と口縁端部にはナデをお こなう。 13は外面に楕 円 形の押 型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、
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Fig.24 久恵 中 野遺跡A区 表土 ほ か 出 土縄文土器 ( 1 : 3 )  
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焼成はやや 軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 角閃石、 チャ ー ト を含む。 内面には オ サエ、 ナデをお こ
なう。 14は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径
1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面には オ サエ、 ナデをお こ なう。 15は外面に楕 円形の押型文
をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや粗く、 径1mm程度の石英、 角閃石、
チャ ー トを含む。 内面には オ サエをお こ なう。 16は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈
し、 焼成はやや軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお
こ なう。 17は外面に楕 円形の押 型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、
径3mm以下の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こ なう。 18は外面に楕 円形の押型文をもつ
深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チ
ヤ ー トを含む。 内面には オ サエ、 ナデをお こ なう。 19は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色
を呈し、 焼成はやや軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面には オ サ
工、 ナデをお こ なう。 20は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙色を呈し、 焼成はやや軟質である。
胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面 にはナデをお こ なう。 21は外面に楕 円形の
押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 チ
ャ ー ト、 ク サ リ 礫を含む。 内面にはナデをお こ なう。 22は無文の体部破片である。 黄橙褐色を呈し、 焼成はやや軟
質である。 胎土は粗く、 径2mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面には オ サ工をお こ ない、 外面調
整は摩滅のため不明瞭である。 23は口縁部内面、 体部外面に山形の押型文をもつ深鉢の口縁部である。 暗赤褐色を
呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径3mm以下の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 口縁部は外反し、
端部を強く折り曲げる。 外反する部位の外面にはエ具痕を残す。 内面の体部には オ サ工をお こ なう。 24は外面に山
形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや軟質である。 胎土はやや 粗く、 径8mm以下の石
英、 長石、 角 閃石を含む。 25は深鉢の口縁部であり、 内外面と口縁端部に山形の押型文をもつ。 淡橙褐色を呈し、
焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm以下の長石、 角閃石を含む。 26は内面に短沈線、 外面に楕 円形の
押型文をもつ深鉢の破片である。 橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径4mm以下の長石、 角閃石、 チ
ャ ー トを含む。 27は深鉢の口縁部で、 内面 に 短沈線、 外面に楕 円形の押型文をもつ。 淡橙色を呈し、 焼成はやや 軟
質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 残存する内面下半部にはナデをお こ
なう。 28は外面に山形の押 型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径
1mm程度の石英、 長石、 角閃石を含む。 内面にはナデをお こ なう。 29は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の体部下
半の破片である。 淡褐色を呈し、 焼成はやや軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm以下の角閃石を含む。 内面には
ケ ズ リ をお こ なう。 30は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや軟質である。
胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面調整は摩滅のため不明瞭である。 31は外面
に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径5mm以下の石英、
長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こ なう。 32は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。
淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。
内面にはナデをお こ なう。 33は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡褐色を呈し、 焼成はやや 軟質で
ある。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 34は内外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の
破片である。 暗褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎士は粗く、 径2mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。
35は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の口縁である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径2 mm以
下の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはユ ビ オ サ工をお こ なう。 36は外面に楕 円形の押型文をもつ深
鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含
む。 37は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径
1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こ なう。 38は内外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の
破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土はやや 粗く、 径2mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー ト
を含む。 39は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、
径1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こ なう。 40は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の
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破片である。 暗褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー

トを含む。 内面にはナデをお こなう。 41は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成
はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こな
う。 42は外面に長楕 円形の押型 文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや
粗く、 径1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 43は外面に楕 円形の押型 文をもつ
深鉢の破片である。 暗褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土はやや 粗く、 径3mm以下の石英、 長石、 角閃石、 チャ
ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 44は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼
成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径5mm以下の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面には オ サエ、 ナ
デをお こなう。 45は外面に楕 円形の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎
土はやや 粗く、 径2mm以下の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 46は外面に楕 円形
の押型文をもつ深鉢の破片である。 暗橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の石英、
長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 47は外面に楕 円形の押型 文をもつ深鉢の破片である。
淡橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の石英、 長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 内面には
ナデをお こなう。 48は外面に楕 円形の押型 文をもつ深鉢の破片である。 淡褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎
土はやや 粗く、 径3mm以下の石英、 長石、 角 閃 石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 49は外面に楕 円形
の押型文をもつ深鉢の破片である。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の長石、
角 閃 石、 チャ ー トを含む。 内面にはナデをお こなう。 50は無文の深鉢の破片である。 復元口径19.6cm、 残存高
4.9cmを測る。 淡橙褐色を呈し、 焼成はやや 軟質である。 胎土はやや 粗く、 径1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー ト
を含む。 内面にはナデをお こなう。 51は外面に押型文をもつ深鉢の底部付近である。 暗橙色を呈し、 焼成はやや軟
質である。 胎土は粗く、 径1mm程度の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 外面にはユ ビ オ サエの痕跡を残し、 内面に
はナデをお こなう。 52は深鉢の底部付近であり、 外面に押型文の痕跡がうかがわれるが、 摩滅のため不明瞭である。
暗橙褐色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土は粗く、 径1mm以下の長石、 角閃石、 チャ ー トを含む。 尖底を呈すると
考えられ、 内面にはナデをお こなう。

石器 1 -3はA区出土、 4- 11はB区出土、 12は表土出土である。
l は凹基無茎式の石鏃である。 両面に調整を施し、 逆刺は平らに仕上げられている。 先端を欠損し、 最大長

1.9cm、 最大幅2.2cm、 最大厚0.4cm、 重量1.6gを測る。 黒曜石製。 2 は縦長の剥片である。 剥片端部は丸みをお び、
蝶番剥離によって剥離された剥片であるといえる。 最大長3.1cm、 最大幅1.8cm、 最大厚0.5cm、 重星1.6 g である。
黒曜石製。 3 は二次加工ある剥片である。 側縁に背面側からの加繋による調整を施す。 自然面を有し最大長3.3cm、
最大幅1.7cm、 最大厚0.9cm、 重量4.8 g で、 石材は黒曜石である。 4 は平基無茎式の石鏃である。 両面調整を施し
ている。 切 先 を欠損し、 最大長1.9cm、 最大幅1.5cm、 最大厚0.4cm、 重聾1.1 g で、 石材は黒曜石である。 5 は凹基
無茎式の石鏃である。 両面に調整を施し、 逆刺は丸みをもたせるように仕上げられている。 最大長1.9cm、 最大幅
1.8cm、 最大厚0.4cm、 重量0.8 g で完形。 黒曜石製。 6 は凹基無茎式の石鏃である。 両面調整を施し、 逆刺は平に
仕上げられている。 風化 ・ 摩滅が著 しい。 逆剌の先端を欠損し、 最大長1.5cm、 最大幅1.5cm、 最大厚0.3cm、 重最
0.5 gを測る。 サヌカイト製。 7 はス ク レイパ ー である。 刃部は背面側に片面調整によって作り出されている。 背部
を欠損し、 最大長4.2cm、 最大幅2.3cm、 最大厚0.6cm、 重最5.0 g で石材はサヌカイトである。 8 は縦長剥片素材の
ス ク レイパ ー である。 刃部は背面側に深形の片面調整によって作り出されている。 刃部の調整は剥片が欠損した後
に行われており、 折れ面にも剥離痕を残す。 最大長3.6cm、 最大幅5.6cm、 最大厚0.8cm、 重倣17.1 g で、 頁岩製で
ある。 9 は二次加工のある剥片である。 背面の側縁側に調整が施されている。 最大長2.7cm、 最大幅1.6cm、 最大厚
0.3cm、 重紐1.1 g を測り、 黒曜石製である。 10は二次加工のある剥片である。 主剥離面から二次加工を加えている。
最大長2.8cm、 最大幅0.9cm、 最大厚0.7cm、 重最1.9 g である。 黒曜石製。 11は石核である。 打面転移を行い、 不整
剥片を剥離した ことがうかがえる。 最大長13.3cm、 最大幅9.4cm、 最大厚4.3cm、 重量548.0 g、 凝灰岩製。 12は二
次加工のある剥片である。 剥片は打点を有する切子打面からの加繋によって剥離し、 腹面側に調整が施されている。
最大長4.6cm、 最大幅4.1cm、 最大厚1.7cm、 重械16.8 gを測り、 凝灰岩製。
(3) 小結
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久恵中野遺跡では、 検出遺構、 出土遺物により、 少な
くとも縄文時代 早期、 古墳 時代、 中世の3時期の人 間 活
動の痕跡が認められる。 縄文時代 早期の押型文土器を伴
う集石土坑 ば炉である可能性が高く、 古墳 時代の住居、
中世の溝などとともに、 各時代における当該地での一 過
性ではない比較的長い期間にわたる生活痕跡が想定され
る。 周辺地域の調査の進展により、 将来より広範な居住
域が確認される可能性が想定でき、 本調査の意義は小さ
くないと考える。

二

ご二ニニ

-
—] 

゜ 5cm 

Fig.27 久恵中野遺跡表土出土石器 (2 : 3) 
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久恵上 川 原 遺跡

久恵上 川 原遺跡は筑後市東南部、標高16m程度の中位段丘上に位置する。 報告の便宜上二つの調査区をA区、 B
区と呼称する(Fig2) 。 調査面積は2,300面であり、調査はA区を田中剛、 B区を大島真 一 郎が担当し、1996年1月5
日 �3月29日にかけて行った。
( 1 ) 検 出遺構 (Fig.28�32)

A区でば流路 2条、柵列（波板
状凹 凸） 3 列、土坑 4基、落と
し穴 l 基を検出し、 B区では溝2
条、土坑 4基、住 居 1 棟を検出
した。

A区
柵列（波板状凹凸面）

1 S A3 5 A区北西部で検出し
た、ピットが整然と並ぶ 遺構。
久恵中野遺跡1SA14同 様、調査
段階では柵列として扱って い た
ため、 本 報告でも その呼称を踏
襲 するが、後述するよ う にお そ
らく道 路 関連遺構である 波板状
凹 凸 と考えられる。 北西ー南東
方向へ伸びる柵列であり、調査
区内では11基の柱穴と、並行す
る4基の柱穴を検出した。 柱穴の
間隔は平均で0.6mを測り、深さ
10 � 2ocmを測る。

A区中央西よりで検
出した、南北方向へ伸びる柵列
であり、調査区内では31基の柱
穴を確認した。 柱穴の間隔 は平
均で0.8mを測る。
1 S A45 A区南西部で検出し

た、南北方向へ伸びる柵列であり、
調査区内では8基の柱穴を確認し
た。 柱穴の間隔は平均で0.8 mを
測る。 1 S A40の南 に方向を同 じ
くして位置しており、間に柱穴が
確認できなかったが、1 S A40の
延長である可能性もある。

流路
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A区東部で検出した
流 路であり、東北東ー西南西方
向に伸びる。 調査区内での検出
範 囲 では溝幅は不 明 である。 埋

1 S D05 



Fig.29 久恵上 川 原 遺跡A 区1SD05 · 10土層 断面 図 ( 1 : 20) 
土 は 粘 質土 を 主体 と す る 。 後 述 の l S D lOの 延長上 に 位 置 し 、 � ヂ午
同 一 の 流路 で あ る 可能性が高 い と 考 え る 。

1 S D 1 0 A 区 南 端 で検 出 し た 流路で あ る 。 調査区 内 で は
一部 を 検 出 し た の み で 、 溝 幅 な ど全体像 は 明 ら か で な い が 、

北 側 の 肩 の ラ イ ン か ら 、 北 東ー南 西 方 向 に 伸 び る と 想定 で

き る 。 埋 土 は お お む ね 上層 で 砂 質 土 、 下層 で 粘 質 土 が主 体

と な り 、 最下層 の 粘 質土が最 も 粘性が強 い 。 追物 は 少 な く 、

弥生土器甕片等が出 土 し て い る の み で あ る 。

落 と し 穴

1 S K 1 5 A 区 南半部西壁付 近 で検 出 し た 。 隅 丸長方形 を

呈 し 、 長 辺2 .2m 、 短辺 1 .4m 、 深 さ 1 .4m を 測 る 土 坑 の 底 に 、

径0. 1 5 - 0.4m 、 深 さ O. l - 0.45m の 柱 穴 状 の 掘 り 込 み を 10基

西 方 向 へ 直 角 に 折 れ る 。 幅約 lm を 測 る 。 土 師 器 、 青磁 、 国

産 陶 器 、 染付が出 土 し た 。 Fig.30 久恵上 川 原 遺跡A 区1SK15平面 · 断 面 図

住 居

1 S I 20  B 区南西部で検出 し た 住居址で 、
一辺4.5m を 測 る 方形の掘 り 方 を も つ 。 溝 1 S D lO に 切 ら れ て お り 、 掘

方 内 の柱穴 に 関 す る 詳細 は 不 明 で あ る 。 出 土遺物 は 古墳 時代 の 土 師器 の み で あ り 、 古墳時代 の 住 居址 で あ る 公算 が

L=1 6.000m 
s 

L=1 6.000m 
s 

゜ 1 m  

も つ 。

B 区

溝

1 S D 1 0 B 区 南 半 部 で 検 出 し た 、 東 西 方 向 に 走 る 溝 で

あ る 。 幅約 lrn 、 深 さ 約0.3m を 測 る 。 埋土 は 粘 質 土 を 主 体 と

し 、 土 師器 、 黒曜石剥 片 、 焼土塊が出 土 し た 。

1 S D 30 B 区 北 東 隅 で 検 出 し た 溝 で 、 南 北 方 向 か ら 東

高 い 。

土坑
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N 

1 SD05 
1 黙茶色粘竹土
2黒茶色粘質土
3 黒茶色粘質土
4 黒茶色粘質土
5 黒茶色粘質土
6 暗灰茶色粘質上
7 濃灰茶色粘質上
8 濃灰茶色粘質士
9 濃灰茶色砂質上

淡茶色粒子を多拭に含む
淡茶色小プロックを多掛に含む
淡茶色粒子を多最に含む
地 山小プロックを含む
淡茶色小プロック、粒子を多屈に含む
灰黒色土混入
砂質土を若千含む。地山小プロ•ノク多量に含む
砂質土を若干含む。 地山小プロック少虹含む
焦色粒子少且含む

z
 

1 SD 1 0  
1 j炎黄灰白色砂質土 赤褐色粒子を多く含む
2淡灰白色粘質土 赤褐色粒子、黙色粒子を含む
3淡熱灰色粘質上 赤褐色粒子、黒色粒子を含む
4 黒茶褐色粘質土 赤褐色粒子を多く含む
5 濃焦灰色粘質土 赤褐色粒子を含む
6 明燻茶色粘質土 赤褐色粒子を含む
7 乳白茶色粘質土 粘質がもっとも強く、赤褐色粒子を含む

L=1 6.200m 
N I ＝ 

' ' � 9
、

゜ 1 m  



1 S K 25 B区北部で検出した
隅 丸方形の土坑で、 径1.2m、 深さ
0.35mを測る。 遺物などは出土し
なかった。

(2)出土遺物(Fig.33-38)
久恵上 川 原遺跡で出土した遺物

のうち、 資 料化が可能であった遺
物について報告する。 内訳はA区
から出土した黒曜石製の石鏃未製
品 、 剥 片、 サヌカイト製の剥 片、
凝灰岩製の砥石、 縄文土器片、 弥
生土器甕、 唐津焼椀、 龍 泉 窯 系 青
磁椀、 土製品 と、 B区から出土し
た土師器皿、 高杯、 小 型 丸 底 壺、
小型壺である。

A 区表土出土遺物
l は外面に楕 円形の押 型 文をも

つ縄文土器深鉢の破片である。 明
褐色を呈し、 焼成は 良 好である。
胎 土 はや や 粗く、 径4m m以下の石 Fig.31 久恵上 川 原遺跡B区全体図 (1 : 400) 
英、 長石、 角閃石を含む。 摩 滅のためその ほかの調整等は不明である。 2は外面に楕 円形の押 型文をもつ縄文土器
深鉢の破片である。 明褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土はやや 粗く、 径2mm程度の石英、 長石、 角閃石、 ク サ
リ 礫を含む。 3は唐津の椀である。 底部付近のみが残る。 残存高1.75cm、 高台径4.7cmを測る。 胎土は淡灰褐色を呈
し、 淡緑灰色の数灰釉を施す。 全面施釉後、 高台端部周辺の釉を掻き取る。 4は龍 泉 窯 系青磁椀である。 体部外面
に線描きによる粗略な雷文帯をもち、 青磁蓮弁文椀 B群（小野1982) にあたるものと考える。 14世紀末から15世紀

1 S K15 B区南東部で検出し
た 円 形の土坑で、 径 1 .2 m、 深さ
0.45mを測る。 埋土は粘質土を主
体とする。 遺物等は出土しなかっ

久恵上川 原 遺跡
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卜
9

S
Wl>l>
 11x
 

0 ti 
� G 

i '- --} 。
゜

◎ 。゚ ｀
1 SK25 

゜

Y=21 .420 

゜

゜

゜ . . 
， 

゜00 
。 。

0 。o ◎ 0 .. � 
° 

゜

゜
゜ ゜0

9
 

゜
q 0 ゜． ° 〇

゜

Y-21 .400 

0 1 SK 1 5  

゜ 1 0m 

初頭の所産と考えられる。
A 区出土遺物

1SD10出土遺物 1は弥生土器甕である。 底部付近のみを残し、 残存高3.7cm、 復元底部径12.8cmを測る。 摩 滅に
より内外面の調整は不明である。 内面は灰褐色、 外面は赤褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は粗く、 0.5-3mm

N L=1 5.800m ― S 

� 

゜ 1 m  

1 SD 1 0  
1 暗茶色粘質土 粘性が強い
2 i炎茶黒色粘質土 黄茶色土を多く含む

N 
L=1 5.500m 

� 

— s 
w塁尺こ�戸

1 SK1 5 
1 濃焦色粘質土
2淡黒茶色粘買土 3限のうち最も柔らかい
3 濃黒茶色粘質土 しまりが強い

1 SK25 
1 i炎灰色土 淡茶色士黄色土のプロックを含む
2 i炎茶灰色土 淡茶色土のプロックを多く含む。黄色土

のプロックを少し含む
3 i炎茶灰色土 淡茶色土、 黄色土のプロックを少し含む
4 淡茶灰色土 淡茶色土のプロyクを少し含む。黄色土

のプロックを多く含む。粘性が最も強い

Fig.32 久恵上 川 原遺跡B区SK 15 · 25土層断面図 (1 : 40) 
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I ・ニ の砂粒を多く含む。
1SK15出土遺物 2は

［ ＼ 土製 品 である。 残 存 長
4.6cmを測る。 明褐色を

I 2 呈し、 焼成は良好であ｀ I 0. . 象
る 。 胎 土 は 密 で 、 径I 

総砂i
ー／ 誓

1 m m程度の長石、 ク サ

てゴ三 I リ 礫を含む。 3は内外面｀｀ 

に楕 円 形の押 型 文を持3 o�-- 0 ゜ 10cm 10 cm つ縄文土器深鉢の破片
- 2 

である。 黄褐色を呈し、
Fig.33 久恵上 川 原遺跡A区 表土 Fig.34 久恵上 川 原遺跡A区 lSDlO、 焼成は良好である。 胎

出土遺物 (1 : 3) 1SK15 出土遺物 (1 : 3) 土は密で、 径2 m m 以下
の石英、 長石、 角閃石、 ク サ リ 礫を含む。
B区出土遺物

1SD10出土遺物 1�6は土師器皿、 7は小型壷である。 6のみ表土出土である。
1は口縁部から体部にかけて1/6程度残り、 復元口径14.8cm、 残存高3.1cmを測る。 内面にはナデをお こ なう。 外面

には口縁部付近に回転ナデ、 体部に回転ヘラ切りをお こ なう。 明橙褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、
微細な石英、 長石、 角閃石、 雲 母、 ク サ リ 礫を含む。 2は口縁部から体部にかけて1/8程度残り、 復元口径16.2cm、
残存高3.5cm、 復元底径10.0cmを測る。 内外面ともに一部黒斑をもつ。 内面にはナデをお こ ない、 外面には体部に
回転ナデ、 底部に回転糸 切りをお こ なう。 明灰褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 極微細な雲母、 ク サ
リ 礫を含む。 3は全体の3/4程度が残り、 口径15.2cm、 器高3.4cm、 底部径8.0cmを測る。 内外面の調整等は摩滅のた
め不明である。 明黄橙色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径3mm以下の ク サ リ 礫、 極微細な雲母を含む。
4は底部の大部分を欠損するが、 体部から口縁部にかけてはほ ぽ完存する。 復元口径15.4cm、 残存器高3.5cm、 復元
底径8.5cmを測る。 内面には回転ナデを施す。 外面には体部上半に回転ナデ、 体部下半から底部にかけて回転 ヘラ
切りをお こ なう。 灰褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で微細な石英、 長石、 雲 母、 ク サ リ 礫を含む。 5は
底部から体部にかけて1/2程度残り、 残存高2.25cm、 底径8.4cmを測る。 内面にはナデ、 外面には体部にナデ、 底部
に回転ヘラ切りの後ナデをお こ なう。 淡黄褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径2mm以下の ク サ リ 礫、
雲母を含む。 6は土師器皿である。 底部から体部下半にかけて1 /6程度残り、 残存高2.15cmを測る。 体部内外面には
回転台を用いたナデをお こ なう。 底部には回転糸 切痕が残る。 器壁は灰褐色を呈し、 焼成は良好である。 胎土は密
で、 径1 m m程 度の石英、 長石、
ク サ リ 礫、 雲母を含む。 7は口縁
部を欠損するが、 体部は ほ ぼ完
存し、 残 存高5.45cm、 復元底径
5.5cmを測る。 内外面ともにナデ
をお こ なう。 内面底部付近には
強 い ユ ビ ナデの痕 跡が明瞭 に残
る。 明橙褐色を呈し、 焼成は良
好である。 胎 土は密で、 径7 m m
以下 の ク サ リ 礫、 極微細な 雲 母
を含む。
1Sl20出土土 器 1�6は土師器

高杯、 7は小型丸底壷である。 6
のみ出土地不明である。

こ／二 ／
� �=7 

/.: 

\�::::::::::: こ6

口�'Fig.35 久恵上 川 原遺跡B区 lSDlO、 表土 出土土師器 (1 : 3) 

゜ 10 cm 
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久恵上 川 原 遺跡

•. /. 
ニ
ニ

10cm ゜

久恵上 川 原遺跡B区1SI20、 出土地不 明土師器 (1 : 3) 

戸ロ
□ 冒 ロ

［ニニニミ
9

3
 

1は脚部である。 脚部の1 /3程度を残し、
残存高6.7cm、復元脚端部径10.6cmを測る。
脚 部は緩や かな湾曲を持つ。 内面 に は板
状工具 に よるナデ、 外面 に はナデをお こ
なう。 明黄 橙色を呈し、 焼成は 良好であ
る。 胎土は密で、 径2mmの長石、 ク サ リ
礫、 雲母を含む。 2は脚部である。 脚端部
の1/4程度を残し、 残存高2.4cm、 脚端部復
元径12.0cmを測る。 脚端部は強い屈曲を
もち、 端部付近で厚みを増 す。 内面 に は
ヘ ラ ケ ズ リ 、 外面 に はナデをお こなう。
明 黄 橙 褐色を呈し、 焼成は 良 好である。
胎土は密で、 微細な長石、 雲 母を含む。 3
は脚部である。 脚端部の1 /3程度を残し、
残存高2.7cm、 脚端部復元径1 1 .4cmを測る。
脚部は強い屈曲をもち、 内面 に は ヘラ ケ Fig.36 

r ,

1し
愈
彫

A
 

ー
，ー

10cm ＜ 

5
 

1 0cm 

久恵上 川 原遺跡A区1SK1 5 、 出土地不 明 の 石器 (2 : 3 、 5 の み1 : 2) 
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Fig.38 久恵上 川 原遺跡表土出土石器 (2 : 3) 
ズ リ 、 ナデをお こない、 外面にはナデをお こなう。 明橙褐色を呈 し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径2mm程度
の石英、 長石、 雲母を含む。 4は杯部である。 口 縁部の1/3程度を残 し、 復元 口径18.5cm、 残存高4.15cmを測る。 ロ
縁部は斜め上方 に ほ ぼまっす ぐに伸び、 端部で僅かに外反する。 内 面にはナデ、 外面にはハ ケ 、 ナデをお こなう。
明黄橙褐色を呈 し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 微細な石英、 長石、 雲母を含む。 5は杯部である。 杯部の1/4
程度残存 し 、 復元 口 径16.5cm、 残存高5.1cmを測る。 口 縁部は斜め上方にほ ぼまっす ぐに伸び、 端部を丸くおさめ
る。 内面にはナデ、 外面にはハ ケ 、 ナデをお こなう。 灰褐色を呈 し、 焼成は良好である。 胎土は密で、 微細な石英、
長石、 角閃石、 雲母を含む。 6は杯部である。 杯部上半のみを1/6弱残 し、 復元口径16.1cm、 残存高4.2cmを測る。 ロ
縁部は斜め上方にまっす ぐに伸び、 端部を丸くおさめる。 杯部上半には内外面とも回転台を用いた ヨ コ ナデを施す。
黄褐色を呈 し 、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径2mm以下の ク サ リ 礫、 極微細な雲母を含む。 7は小型丸底壷で
ある。 口 縁部を欠損するが、 体部の2/3を残存 し、 残存高6.4cmを測る。 内面にナデ、 板ナデをお こない、 外面にナ
デをお こなう。 明黄褐色を呈 し 、 焼成は良好である。 胎土は密で、 径3mm以下の石英、 長石、 雲母を含む。
1SK15 、 表 士 出土 石器 石器のみ 一括 して報告を行う。 3·5は1SK15出土、 その他は表土出土およ び出土地不明

である。
l は縦長剥片である。 自然面を有 し、 剥片の端部は折損する。 最大長2.1cm、 最大幅0.9cm、 最大厚0.4cm、 重量

0.6 g、 石材は黒曜石である。 2 は剥片である。 自然面を有 し、 バ ル プとバ ル バ ス カ ー が発達 している。 剥片の端部

30 



久恵上 川 原 遺跡

に1箇所 明 瞭な打点を有する剥離痕があるが、 それ以外に 目 立った調整は施されていない。 風化が著 し く、 最大長
2.5cm、 最大幅2.7cm、 最大厚0.9cm、 重量6.0 gを測る。 黒曜石製。 3 はA区SK15出土の剥片である。 打点を折損 し
ている。 黒曜石製で、 最大長2.5cm、 最大幅1.8cm、 最大厚0.3cm、 重最0.8 g である。 4は二次加工ある剥片である。
自然面から調整を加えている。 サヌカイト製で、 最大長2.7cm、 最大幅3.7cm、 最大厚0.8cm、 重屈10.4 g である。 5
はA区SK15出土の砥石である。 3面の砥面を有 し 、 それぞれの面に溝状の窪みが1�2条確認できる。 欠損 しており、
最大長5.6cm、 最大幅7.2cm、 最大厚4.7cm、 重量215.0 g で、 凝灰岩製。 6 は平基無茎式の石鏃である。 基部を残 し
て欠損 しており、 全体の形状は不明である。 表土出土。 最大長1.7cm、 最大幅1.1cm、 最大厚0.3cm、 重量0.6 g で、
黒曜石製。 7 は剥片である。 表土出土。 最大長2.6cm、 最大幅1.2cm、 最大庫2.5cm、 重量0.6 gを測る。 石材は黒曜
石。 8 は剥片である。 表土出土。 最大長2.4cm、 最大幅1.8cm、 最大厚0.3cm、 重量1.1 g。 サヌカイト製。 9 は二次
加工のある剥片である。 剥片の側縁から端部にか けて二次加工を施す。 剥片頂部から側縁部中央にか けて腹面側か
らの調整が、 中央から端部付近にか けては背面からの調整、 端部には両面調整が施される。 A区西側表土出土。 最
大長2.3cm、 最大幅0.9cm、 最大厚0.4cm、 重量0.6 g 。 黒曜石製。 10は剥片である。 平坦打面から加撃を加えて剥片
を剥離 している。 バ ル プとバ ル バ ス カ ー が発達 しており、 剥片端部は丸く蝶番剥離によって剥離された ことが窺え
る。 A区西側表土出土。 黒曜石製で最大長1.9cm、 最大幅2.3cm、 最大厚0.7cm、 重量2.2 gを測る。 11は剥片である。
自然面から加撃を加えて剥片を剥離 している。 打点は明 瞭で、 バ ル ブ ・ バ ル バ ス カ ー とも発達 している。 風化が著
し い。 A区西側表土出土。 最大長3.7cm、 最大幅2.4cm、 最大厚0.6cm、 重麓4.9 gで黒曜石製。 12は剥片である。 背面
に自然面を有 し、 打点と端部を折損 している。 A区西側表土出土。 最大長3.5cm、 最大幅2.5cm、 最大厚0.9cm、 重量
7.0 g。 石材は黒曜石。 13は打面部に山形調整を施 した後に横長剥片を剥離 している。 表裏にそれぞれ ネ ガ テ イ プな
剥離面とポ ジ テ イ プな剥離面を有 している。 縁辺の一部は自然面であり、 ネ ガ テ イ プな剥離面である底面を有 し て
いる。 他の縄文時代の石器と比較 した際、 打面を山形調整する例がない こと、 他の縄文時代のサヌカ イ ト製石器と
比較 して風化が著 し い ことから、 旧石器時代の翼状剥片と考えられる。 最大長5.2cm、 最大幅7.7cm、 最大厚1.3cm、
重量40.5gを測る。 サヌカイト製。

(3) 小結
久恵上 川 原遺跡では、 B区の1SD10、 1SI20、 を除きまとまった遺物の出土がなく、 評価が困難であるが、 平安時

代の土器を伴う溝である1SD10、 古墳時代の土器を伴う住居である1SI20は、 久恵中野遺跡で同様の組み合わせが確
認されており、 古墳時代、 古代にお ける周辺の土地利 用を考える上で、 示唆に富む状況であると考える。
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4 . 久恵東岸遺跡

久恵東岸遺跡は筑後市東南部の中位段丘上、 筑後市大字久恵字東岸に位置する。
調査面積は500面であり、 調壺は大島真 一郎が1996年1月5日�3月29日にかけて行
った。

(1) 検出遺構(Fig.39�42)
検出した遺構は、 溝4条、 土坑8基、 ピット数基である。 ピットには、 明確に建

物 を 構成するものが認められず、 遺物なども出土しなかったため、 こ こでは溝と
土坑について報告する。

溝

1 S D30 調査区 中 央付近で検出した溝で、 幅約0.6m、 深さ約0.45m を 測る。 埋
土lは砂質土 を 主体とする。 遺物は出土していない。
1 S D55 調査区西側で検出した溝で、 1 S D60 を 切る。 幅約0.5m、 深さ約0.l m

を 測る。 埋土は粘質土 を 主体とする。 埋土からは古式土師器の細片が少量出土し
ている。
1 S D60 調査区西側で検出した溝で、 幅約0.45m、 深さ約0.15m を 測る。 埋土

は粘質土 を 主体とする。 小型丸底壺、 瓦質摺鉢、 京焼風肥前磁器、 焼土が出土し
た。
1 S D75 調査区西側で検出した溝で、 幅約0.8m、 深さ約0.3 m を 測る。 埋土は

粘質土 を 主体とし、 砂質土層の堆積が一部に認められる。 古式土師器細片、 黒曜
石剥片、 焼土 を出土した。
土 坑
1 S K  05 調査区東側で検出した。 径1.3m、 深さ0.5m を 測る、 円形の土坑であ

る。 埋土ば枯質土 を 主体とする。 遺物等は出土しなかった。
1 S K  10 調査区 中 央で検出した。 径1.35m、 深さ0.65m を 測る、 円形に近い土

坑である。 埋土は砂質土 を 主体とする。 遺物等は出土しなかった。
1 S K  15 調査区東側で検出した。 径1.5m、 深さ0.4m を 測る。 周囲にピットが

廻り、 住居などの建物 を 構成していた可能性がある。
1 S K 25 調査区東側で検出した。 径0.7m、 深さ0.15m を 測る、 長楕 円形の土坑

である。 埋土は粘質土 を主体とする。 遺物等は出土しなかった。
1 S K35 調査区 中 央付近で検出した。 調査区外に伸び、 全形 を 把握し得ない

が、 幅2.4m、 深さ0.45m を 測る、 溝状の土坑であると判 断した。 埋土は下層の粘
質土、 上層の砂質土の2層からなる。 サヌカ イ ト製の剥片が出土した。
1 S K  50 調査区 中 央付近で検出した。 径0.9m、 深さ0.5m を 測る、 楕 円形の土

坑である。 埋土は砂質土 を 主体とする。 遺物等は出土しなかった。
1 S K 65 調査区西側で検出した。 径0.65m、 深さ0.15m を 測る、 楕 円形の土坑

である。 埋土は砂質土 を 主体とする。 古式土師器片が出土した。
1 S K  70 調査区西側で検出した。 一 辺約3 m を 測る、 方形の土坑であり、 竪穴

住居等の建物である可能性がある。 方形のプラン以外には、 柱穴の幾何学的な並
びなどの、 建物である蓋然性を 高める要素に恵まれなかったため、 こ こでは土坑
とした。

(2)出土遺物(Fig.42�43)
出土遺物としては、 古式土師器、 瓦器、 白 磁、 国 産 陶 磁器、 染付、 石器がある

が、 多くは小片であり、 図化可能なもののみ報告する。
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゜ 1m 1SD30 
1 灰馬褐色砂質土 多量の淡黄褐色 小プロッ ク 、 黒 褐 色 小プロックを含む

2 灰黒褐色砂質土 ］ に 比べi炎 黄 褐 色 小プロックが少ない

3 灰黒褐色砂質上 i炎灰 褐 色 大プロックを含む

4 灰貿褐色砂質土 少黛の黒褐 色大プロック、 多 嚢の淡黄褐 色小プロックを含む

5 灰褐色砂買土 上部に黒褐色土をわずかに含み、 4よ り i炎黄褐色小プロック

少ない

1SD55土層

1 謀褐色粘質上 多棋のi炎黄褐 色小プロックを含む

2 i炎灰褐 色 粘 質 土 多址の淡黄褐色小プロ•ノ ク 、 馬褐 色小プロックを含む

Fig.40 久恵東岸遺跡1SD30 · 55 · 60 · 75土層断面図 (1 : 40) 
1SK35出土遺物 二次加工のあ

L= 15.700m L= 15.700m 
る剥片( 1 ) が出土した。 剥 片の E

-
- W E -

� 
側縁部に背面側から片縁調整を加
え ている。 調整の施され ている側
縁とは反対側の側縁は折損し て い
る。 最大長6.3cm、 最大幅5.4cm、
最大厚0.9cm、 重屈22.0 g で、 サヌ
カ イ ト製。

1SD 60出土遺物 京焼風肥前磁
器(1 ) が出土した。 口縁部から
体部にかけて約1/4を残し、 残存高
4.6cm、 復元口径8.4cmを測る。 素
地の士は乳 白 色を呈し、 釉は透明
に近い薄い褐色を呈する。
1 SK65出土遺物 5は土師器高

杯である。 杯部は ほ ぼ完形で、 残
存高7.2cm、 口径 1 5. 9cmを測る。
杯部は下 半部と上半部との境で内
側に強く屈曲し、 口縁部付近で外
反し て 斜め上方へ伸びる。 口縁端
部は面をもたず、 丸く収める。 内
面は不定方向のハ ケ ののち板状工
具によるナデ、 外面は タ テ ハ ケ の
のちナデをお こな う 。 色調は明橙
色を呈し、 焼成は 良好である。 胎
土はやや 粗く、 石英、 長石、 チャ
ー ト、 ク サ リ 礫を含む。
表土 及 び出土 地不明の遺物

土器陶磁器が出土した。 2は出土
地不明の 白 磁の皿である。 見込み

1SD60 
1 黒褐 色 粘 質 土 多溢の淡黄褐色小プロックを含む

2 灰黒褐色粘質 I: 微細な淡黄褐色小プロックを含む

3 �Tl褐色粘質土 淡灰褐色粘質土、 i炎黄褐色小プロックを含む

1SD75 
1 煤褐 色 粘 質 土 多藷の淡黄褐色 小プロックを含み 、 し まりが強い

2 灰黒褐色粘質土 底部に i炎黄褐色 小プロックを少益 、 多 拭の淡黄褐 色小プロック、

黙褐 色粒子を含む

3 淡灰褐色砂質土 多籠の淡黄褐色小プロ ッ ク 、 焦 褐 色小プロックを含む

4 灰黙褐色粘質士 多且の淡黄褐色 小プロック、 少祉の黒褐色小プロックを含む

w 

1SK05 
1 II音灰褐色粘質土 多嚢の息褐色小プロックを含む

2 灰 褐 色 粘 質 土

3 淡灰褐色粘質土 黒 褐 色 小プロックを含む

4 淡灰褐色粘質土 黙 褐 色 小プロックをわずかに含む

5 淡灰褐色粘質土 3と 阿 質

6 淡灰褐色粘質土 4と 同 質

1SK10 
1 灰焦褐色砂質土 上部に馬褐色小プロックを多 く 含む

2 灰謀褐色砂質土 1 に i炎黄褐色小プロックが加わる

3 淡灰褐色砂質土 地 山 プロッ ク 、 焦 褐 色小プロッ ク 多 く 含む

4 淡灰褐色砂質土 3よりやや明るい

5 灰黒褐色砂質土 1 、 2よ り 暗い

6 i炎黄褐色砂質土 ごく 少益の黙褐色小プロック含む

7 淡灰黄色砂質土 i炎黄褐色小プロ ッ ク 多 く 含 む

8 淡灰黄色砂質土 7より暗い

L= 15.800m 
E 

Lヨ旦600m
E 一w N 

1SK15 
1 灰褐色粘質土 多費の黒褐色小プロックを含む

2 淡灰褐色粘質土 1 より細かめの小プロックを含む

3 i炎灰 褐 色 粘 質 土 2 に 同 じ

4 淡灰色粘質土 3より黒褐色小プロックが少ない

1SK25 
1 1灰褐色粘質土 少且の黒褐色小プロックを含む

2 2淡灰褐色粘質 t. 少駄の焦褐色 小プロックを含む

3 3灰色粘 質 土 少は•の規褐色小プロックを含む

E 
L= 15.600m w L= 15.700m 

E W 

� 
1SK35 
1 i炎灰色砂質土 多依の淡黄褐色小プロックを含む

2 淡灰色砂質土 多拭の淡黄褐色 小プロックを含む

�� 1SK50 
1 灰黒褐色砂質土 多祉の淡黄褐色、 黒褐色小プロックを含み、 よ く し ま る

2 灰褐色砂質土 多復の黙褐 色小プロックを含み、 よ く し ま る

3 灰褐色砂質土 2よりやや明るい ゜ 1m 

1SK65 
1 馬褐 色 砂 質 土 ごく 少批の淡黄 褐 色 小プロックを含み 、 し ま りが弱い

2 焦褐色砂質土 ］ よ り小プロックが多い

3 焦褐色砂質土 2に似るが、 ややしまりが強い

Fig.41 久恵東岸遺跡1SK5 · 10 · 15 · 25 · 35 · 50 · 65土層断面図

(1 : 40) 

部のみ約1/2程度残る。 残存高1.3cmを測る。 袂り高台を持つものと考えられる。 素 地の土は乳 白色で、 釉は透明に
近い薄い褐色を呈する。 3は土師器の椀である。 高台から体部下半にか け て 1/3程度残存し、 残存高4.3cm、 高台径
6.4cmを測る。 内外面調整は摩 滅のため不明、 高台は貼り付けである。 明黄橙色を呈し、 焼成は軟質である。 胎土
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Fig.43 久恵東岸遺跡 1SK35 出土石器 (2 : 3) 
はやや 粗く、 微細な砂粒を含む。 4は出土地不明の染付の椀
である。 高台部分を中心に全周の約1/3ほ どが残る。 残存高
2.9cm、 高台径5.2cmを測る。
(3) 小結

久恵東 岸遺跡は、 遺跡の評価を決定するような明確な遺
1 0cm 構に恵まれず、 また、 遺物自体も非常に少量で、 かつ時期゜

的なまとまりをもたない。 したがって当遺跡の調査成果の

Fig.42 久恵東岸遺跡出土土器 ( 1 : 3) みをもとに評価を下すのは現状では非常に困難であり、 また
手続きとして適切ではない。 周辺に位置する久恵川 ノ 上遺跡、 久恵中野遺跡、 久恵上川 原遺跡などの成果を踏まえ、
それらとの関連の中で最終的な評価を定める必要がある。
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総括

IV . 総括

今回報告を行った遺跡は調査面積の割りに検出遺構、出土遺物ともに少なく、評価が難しい遺跡群である。 その
ような中でも、特徴的な遺構 ・遺物をもとに、若干の整理を行いたい。

1) 久恵権藤遺跡·久恵上川原遺跡検出 の 「柵列」
今回の調査では久恵権藤遺跡 B区、久恵上 川 原 遺跡A区において、径30�50cm、深さ5�20cmのピ ッ トが40�

60cm間隔で並ぶ遺構を検出した。 当 初柵列と考え調査を行ったが、整理段階で次の点において柵列と考える こと
が難しい ことが判明した。 まず、最大の要 因 はピ ッ トの間隔が狭い事と、その配置の異常さである。 各ピ ッ トの心
間隔は40�60cmであり、 こ こに仮に径10cmの杭を据えた場合、杭間の間隙はピ ッ ト間40cmの場合30cmしかなく
なる。 このように厳重に設置している割には部分的に途切れる事は矛盾する事例である。 部分的に削平を受けたと
いう解釈もできない ことはないが、消失する1つ手前のピ ッ トまでは深さ10cm程度を残している事から、やはり初
めから存在していないと考える ことが適 当 である。 また、柵をめ ぐらす割には区 画される対象が不明である。 猪垣
等の耕地防御 施設、牧畜に関わる柵列とする解釈も、柵が途切れるという事実と整合しない。

では これらの遺構はどういった理解が可能であ ろ うか。 そ こで類似遺構として最 も 近いものが、道路遺構の一つ
である 波板状凹 凸面である。 これは道路遺構の路面もしくは路面以下に存在する遺構で、近江俊秀氏によると楕 円
形の浅い土坑が近接、もしくは一定の間隔を保ちながら並ぶもの、楕 円形ではあるが両端の凹部の窪みが顕著で、
断面形態が緩やかなW字状となるもの、円形の浅い窪みが近接もしくは一定の間隔で並ぶもの、不整形の土坑が不
規則 に並ぶもの、一定の間隔で土坑が並ぶ が場所によっては土坑の形態が不定形な も のがあるとの事である（近江
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Fig.44 各 地 の 波板状 凸 凹 面 （ 東2002 よ り ）
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久恵権籐遺路1SA14 断面
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s 

久 恵 口 川 原遺跡A 区1SA40 断面

Fig.45 久恵権藤遺跡、 久恵上 川 原遺跡検 出 の 道路上遺構 断 面図 (1 : 140) 
1995)。 以下 各地で検出されている事例と比較し てみると、 ピット規模 • 間隔、 同 じ道路内で途切れる部分が見ら
れる、 という点において 強い類似性を指摘できる。 周辺 に 囲発すべき対象が見られない こ とも、 道路遺構であれ ば
説明がつく。 調査段階では作業期間の都合上、 断面図や土層観察を行う こ とができず、 ま た ベ ー ス 土の観察もでき
なかった事から、 遺構論としては こ れ以上の再検討ができないが、 こ れからの調査の一助とすべく、 レ ベ ル 図より
起 こ した 断面図を掲載しておく。 こ れらの遺構は現在のと こ ろ 道路構築の際の基礎工事痕跡であるという意見や路
面使用 時の枕木などの痕跡、 洪水などの際に自然にでき た ものという意見がある "。 ま た、 近年東和幸氏により牛
馬の歩行痕跡であるという意見が出され注 目 を集め ている（東2002)。 こ れら遺構の機能の問 題も含め、 今後 断面
観察をはじめとする詳細な情報獲得が望まれる。

2) 縄文時代の土 器 、遺構
久恵中野遺跡、 久恵上 川 原遺跡からは、 屋外炉と考えられる集石土坑、 落とし穴といった遺構と、 比較的まとま

っ た 量の押型文をもつ縄文土器深鉢片が確認され た。 筑後市周辺での これまでの調査成果を勘案すると、 明らかに
縄文時代に属すると考えられる これらの遺構がありながら、 出土した 縄文時代の土器は ほとんどが残念ながら遺構
に伴うものでないた め、 こ れらの遺構と遺物をセ ットとして 捉える ことには躊躇を覚え ざるを得ない。 しかしなが
ら、 出土している土器は概ね早水台 ～ 田 村式の段階にあ たるものにまとまり、 その前後の縄文時代の土器が現状で
確認されていない こ とから、 状況証拠的に集石土坑、 落とし穴も縄文時代早期のものとして 大過ないと考える。 こ
れらの条件的制約を念頭に置いたうえで、 現状でなしうる評価を考える。 集石土坑と、 落とし穴が有機的な関連を
もち、 押型文土器を出土する遺跡として状況がある程度わかるものに、 筑後市内では裏 山遺跡と、 岸添遺跡の例が
あげられる。 裏 山 遺跡における土器、 石器、 屋外炉跡、 鶴 田 岸添遺跡における落とし穴の存在から富永 直樹は生活
圏 と狩猟採集 圏の有機的な関連を想定し ている（富永1997)。 久恵中野遺跡と久恵上川 原遺跡におい て 看取される
状況も、 積極的に断定するに足る調査成果に恵まれないが、 同 様の想定をする余地が十分にあると考える。 つまり、
生活 圏として、 土器、 石器、 屋外炉としての集石土坑をもつ久恵中野遺跡が存在し、 そ こ に居住 する集 団のキ ャ ッ
チメ ントエ リ ア として、 落と し穴をもつ久恵上川 原遺跡が捉 えられるのである。 こ うした 想定の是非につい ては、
周辺地域の緻密な調査成果の蓄積により、 より具体的な検討が可能となると考えるが、 筑後地方における縄文時代
早期の生活形態について、 将来的に当地域が大きな知見をもたらす 可能性は高いといえる。

3 ) 土 師器
久恵中野遺跡1SI01、 久恵上 川 原遺跡SI20から古墳 時代の土師器が一括で出土 し た。 こ のうち久恵中野遺跡SI01

から出土した 土師器は、 直口壷、 高杯、 鉢、 器台、 甕が、 セ ットで出土する良好な資料である。 それぞれの特徴は
柳 田 康雄のIlla式に相当するもので（柳 田1998)、 非常に凝集性の高い資料と言える。 これらの夜料を出土した 住居
が造り付けの電をもつ こ とも重要である。 柳 田 によると、 Illa式の時期は4世紀後半にあたり、 陶質土器の模倣 品が

36 



総括

共伴 する事例が知られている。 久恵中野遺跡lSIOl は 甑自体の出土がなく積極的な根拠を欠くが、 日本列島で造り
付け磁が広く普及する最初期の一事例として評価できる余地があると考 え る。

4) 久恵上川原遺跡表土出土 旧 石器
今回の調査では、 久恵上川 原遺跡A区表土（西側） より1点の翼状剥片が出土した。 これ は 底面が ネ ガ テ ィ ブな剥離

面で縁辺の一部に自然面をとどめるなど二上 山北麓の遺跡群で確認されている粟状剥片の諸属性とは 異なっている
点もあるが、 属性の一部を欠く翼状剥片は 二上 山北 麓でも少数 ながら確認されており、 地域的な変容とはい えない。
九 州 で は これまでに筑後平 野北部
に おいて 国 府 型 ナイ フ 形石器の分
布 が知られており、 瀬 戸内技法 の
九 朴I へ の 伝 播 が 確 認 さ れ て い る

（松藤1983)。 九 州 の 国 府 型 ナイ フ
形石器の分布 域をみると、 筑後平
野を中心 とした筑後 川 流域と大分
県の大野 川 中 流域とに集中する傾
向をみせているとい え る。 今回の
賓 料 は 瀬 戸内技 法 の 第 二工程を示
す ものであり、 当 地域 で 国 府 型 ナ
イ フ 形石器の製作が行 われた 可能
性を指摘する ことができる。 今後
当 地 域 で 瀬 戸内技 法の存在を示 す
良好な石器群の検出が望まれる。

【註】

60k員

( 1 ) こ れ ら 波板上 凹 凸 面 の 機 能 論 を 含 め た 研

究 史 の 整理 は 、 先 述 の 近 江 氏 の 論 考 や 、 山 村

Fig.46 北部 九州 お よ び東 九州 に お け る 横剥 ぎ ナ イ フ 形石 器 の
出土遺跡 （ 松藤1 983 よ り ）

信榮氏の論考 （ 山 村2000 「古代道路の構造」 「古代交通研究」 第10号 p 85 - 96 古代交通研究会） に 詳 し い 。
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Tab.01 筑後東部 地 区 遺跡群 出 士遺物 一 覧表 ( 1 )

久 恵権藤遺跡第 1 次
表 土

I 石器, 重別 I石鏃
器穫

1 S D - 1 5  2 層

I 石器, 重別

|頭
器種

1 S D - 5 5  上層 ｛ 中 層 と 接合 ）

I
瓦器

t重)JIJ I
椀

器穫

1 S D - 5 5  中 層 （ 上 層 と 接 合 ）

I 瓦器, 重別

|椀

1 S D - 5 5  中 層
種別

弥 生 土器 I甕 底部
瓦器 椀 ( 1 2 c代 ）

久恵権藤遺跡第 2 次
1 S D - 6 0  

已
久 恵 中 野遺跡
A 区
表 土 ・ 造成土

種別
縄 文 土器 押 型 文
土 師器 細 片
瓦器 細 片
青 磁 椀 （ 輸 入 ）
白 磁 皿 （ 輸 入 ）
国 産 陶器 細 片
染 付 細 片 肥 前椀

器種

器種

器種

器種

黒 曜 石 石 錯 • 黒 曜 石 剥 片 サ ヌ カ イ ト 剥 片 ・ 黒石器 曜石ス ク レ イ パ ー 黒 曜 石 （ 二 次 加 工 の あ る 剥 片 ）

S - 4 
種 別 器種

I 土 師器 細 片 ・ 椀 • 坪

黒 色 土器 椀

五 黒 曜石剥 片

S - 6 
種 別 器種

土 師器 細 片

S - 1 0  住 居
穫 別 器種

土 師器 椀

S - 1 1 
種 別 器種

縄 文 土器 押 型 文
石器 焼石
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S - 1 2 炉
穫 別 器種

石器 炉 の石材 （焼石 ）

S - 1 3 炉
種 別 器種

石器 炉 の石材 （焼石 ）

S - 1 4 

己焼石
器種

S - 1 5  
種 別 器種

縄 文 土器 押 型 文
石器 焼石

S - 1 6 

□百―l焼石 ？ • 黒 曜石剥 片
器

i重

S - 1 7  

己王］細 片
器種

S - 1 8  
種 別 器種

縄 文 土 器 細 片

S - 1 9  

国細 片
器種

1 S K - 2 0  
種 別 器種

縄 文 土器 押 型 文

S - 2 2  
種 別 器穫

縄 文 土器 細 片

S - 2 3  
穫 別 器穫

縄 文 土器 細 片

B 区
表 採 、 排土

種別 器種
縄 文 土器 押 型 文

古 式 土 師器 甕 • 壺

土 師器 高杯 皿 ( 1 3 c ) 皿 • 細 片
白 磁 椀 （ 国 産 ）
国 産 陶器 椀 （ 内 ノ 山 ） 椀 （ 磨津） ・ 皿 （ 虐津） 椀 （ 産地不明 ）

染付 伊 万 里 京焼 、 プ リ ン ト
そ の 他 焼土

石器
サ ヌ カ イ ト 剥 片 ・ 凝灰 岩 （ 二 次 加 工 の あ る 剥 片 ）
サ ヌ カ イ ト （ 二 次 加 工 の あ る 剥 片 ）

瓦類 1 片

金属 製 品 鉄 釘



Tab.02 筑後東部 地 区 遺跡群 出 土遣物 一覧表 (2)

己
p 1 

王］，甲 型 文 底部
器 種

p 2 

国細 片
器 種

P 3  
種 別 器 種

縄 文 土 器 細 片

P 4 
種 別 器 種

縄 文 土 器 細 片

1 U.=Q 1  ( C · 0 2 · 0 3 
種 別 器 穫

鉢 ( 1 ) ・ 器 台 ・ 壺
黒 曜 石 剥 片

1 S I - 0 1 a  

国 器 種

1 S I - 0 1 b 

昌 器 種

1 S I - 0 1  周 溝

� 
器 穫

1 S I - 0 1 - 3 

己 器 種

2層
種 別 l 器 穫

土 師 器 I杯
黒 色 土 器 I B f重 椀
瓦 器 瓦 門 す り 鉢

1 S D - 0  2 層 位 不 明

憂
1 S D - 0 3  

種 別

三黒 色 土 器 椀 ( 1 1 C ) 

1 S D - 0 4 7 層

己江
1 S K - 1 0  

己

器 種

器 種

器 種

器 種
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久恵上川 原還跡
A 区
表 土

種 別 器 穫
縄 文 土 器 押 型 文
弥 生 土 器 甕 細 片 • 大 型 壺
土 師 器 不 明 ( I ) . 高 杯 ・ 椀
青磁 龍 泉 窯 椀
白 磁 椀 ( 2 )
青 白 磁 椀 ( 1 5 c )
国 産 陶 器 す り 鉢 唐 津
染 付 椀

チ ャ ー ト 片 （ 石 器 で は な い ） ・ サ ヌ カ イ ト 剥 片 （ 翼
石 器 状 ？ ） ・ サ ヌ カ イ ト 剥 片 少 々 黒 曜石 （ 剥 片 、 コ

ア 、 チ ッ プ ） サ ヌ カ イ ト （ 二 次 加 工 の あ る 剥
片 ） 石 英 片 凝 灰 岩 剥 片

S - 0 5  
種 別 器 種

土 師 器 器 穫 不 明

S - 0 5  1 層
種 別 器 穫

古 式 土 師 器 細 片

S - 0 5 ( 東 壁 ）
穫 別 器 穫

古 式 土 師 器 器 種 不 明
土 師 器 皿

青磁 龍 線 窯
国 産 陶 器 唐 津

1 S D - 0 5  溝
種別 器種

古 式 土 師 器 壺

1 S  D - 1 0  
種別 甜 種

弥 生 土 器 甕

S - 1 1 

I 石 器
, 重 別 I黒 曜 石 剥 片

器 種

S - 1 2 
穫別 器種

I古 式 土 師 器 細 片

恒器 サ ヌ カ イ ト 剥 片 • 黒 躍 石 剥 片 焼 石

S - 1 4  

I 石 器
f重別 I黒 曜 石 剥 片

器 種

1 S  K - 1 5  
穫別 器 種

l縄 文 土 器 押 型 文
石 器 黒 曜 石 （ 剥 片 、 チ ッ プ ） • 石 材 不 明 剥 片 • す り 石
土 製 品 不 明 土 製 品

S - 1 6  
種 別 器 種

石 器 黒 曜 石 剥 片 ・ 凝灰 岩 剥 片



Tab.03 筑後東部 地 区 遺跡群 出 土遺物 一 覧表 (3)

§..::lL 
種別 器 種

縄 文 土 器 深 鉢 ？
石 器 サ ヌ カ イ ト 剥 片

S - 1 8  

直細 片
器 種

S - 1 9  
穫別 器 種

土 師 器 細 片
石 器 黒 曜 石 剥 片

S - 2 0  
種別 器 種

古 式 土 師 謡 細 片
須 恵 器 杯 B
青磁 紐 泉 窯 （ 細 蓮 弁 ）
国 産 陶 器 唐 津 京 焼 写
染 付 伊 万 里

S - 2 2  

□サ ヌ カ イ ト 剥 片 • 黒 曜 石悶：

S - 2 4  

口
S - 2 5  

種 別
古 式 土 師 器 l不 明
石 器 l凝 灰 岩 剥 片

S - 2 6 

戸黒 曜 石 剥 片

S - 2 7  

已
S - 2 8  

器 穫

器 種

器 種

器 種

種 別 l 器 種
土 師 器 I器 種 不 明
石 器 1サ ヌ カ イ ト チ ッ プ
そ の 他 焼 土

B 区
表土

種 別 器 種

冒
卜 剥 片

l| 
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亨 器 種
土 師＂

ー

ト • 高杯 小 型 壺 �
国 産 陶 器 鉢

1 S  D - 1 0  
種 別 器 穫

古 式 土 師器 両杯 · 甕 手 づ く ね 器 種 不 明
土 師 器 皿
石 器 黒 曜 石 （ 二 次 加 工 あ る 剥 片 ）
金属 製 品 鉄 釘
そ の 他 焼 土

1 S I - 2 0  

□高杯 小 型 壺 ． 甕

1 S D - 3 0  
穫 別

戸
久恵東岸遺跡
表 土 ・ 排 土

種 別
土 師 甜 甕
国 産 陶 粒 鉢
染 付 椀
石 器 黒 曜 石 剥 片
そ の 他 焼 土

S - 0 1  
種 別

古 式 土 師 器 細 片

S - 0 2  
種 別

古 式 土 師 器 細 片

S - 3 5  

I 石 器
, 重 別

|ス ク レ イ パ ー 、 剥 片

S - 3 5  1 層

己
S - 3 5  2 層

己
S - 5 5  

己

器 種

器 種

器 種

器 種

器 穫

器 種

器 穫

器 種

器 種



� 
種 別

古 式 土 師甜 小 型 丸 底 壷
瓦 器 摺鉢
国 産 陶 器 京 焼 風 肥 前
そ の 他 焼 土

S - 6 5  

口
S - 6 5  3層

己
S - 7 0  

尋
1 S D - 7 5  

穫 別
古 式 土 師器 l細 片
石 器 l黒 曜 石 剥 片
そ の 他 l焼 土

S - 8 0  

已
S - 9 5  

種 別
土 師 器 杯 、 甕
白 磁 国 産 品
国 産 陶 器 土 管
そ の 他 焼 土

Tab.04 筑後東部地 区遺群郡 出 土遺物 一 覧表 (4)

器 種

器 種

器 種

器 種

器 種

器 種

器 種
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写真 図 版

遺物写真に付 した数字は
Fig. 番号 一 逍物番号

の順である。



P la . 1 

久恵権藤遺跡 l SDO l北壁（南から）

久恵権藤遣跡 I SD05完掘（北から）



P la .2  

久恵権藤造跡 1 SD l 5拡張前（東から）

久恵権藤逍跡 1 SD20完掘（北から）



.. :� ' 
., 

/ 
々ベ

久恵権藤遺跡1 SD30北壁 （南から）

久恵権藤遺跡 I SD30完掘 （南東から）

P la .3  



P la .4  

久恵権藤遺跡 1 SD45 セ ク シ ョ ン（西から）

久恵権藤迫跡 I SD50セ ク シ ョ ン（西から）



P la .5  

久恵権藤遺跡 1 SD55 セ ク シ ョ ン （東から）

久恵権藤追跡拡張前全景 （南から）
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久恵中野遺跡A区遠景（北から）

久恵中野遺跡A区全景（上が東）
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P la . 1 0 

久恵中野遺跡B区 I SK20完掘（北から）

久恵中野遺跡B区 1 SK30完掘（北から）
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久恵中野遺跡B区 L SIO l 完掘 （上が北 ）

久恵中野遺跡B区遠景 （東から）
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久恵中野遺跡B 区 全体（上が西）

久恵上川 原 遺跡A 区 J SA35完掘（東 から）
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久恵上 川 原 遺跡A区 I SK 1 5完掘 （東か ら ）
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久恵上川 原遺跡A区 遠景（北から）

久恵上川 原遺跡A区 全体（上が南）
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Pla . 1 6  

久恵上 川 原 遺跡B 区 l S12 l (上が東）
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久恵上 川 原 迫跡B 区 I SK l 5 セ ク シ ョ ン （西 か ら ）
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久恵上 川 原遺跡 1 SK25 セ ク シ ョ ン

久恵上川 原遺跡B 区全体 （上が北）
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久恵東岸遺跡 1 SD30セ ク シ ョ ン（南から）

久恵東岸遺跡 L SD30、1SK35 完掘 （北から）
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久恵東岸遺跡 1 SD55 セ ク シ ョ ン （西か ら ）

久恵東岸遺跡 I SD60セ ク シ ョ ン （南か ら ）
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,. 
久恵東岸遺跡 J SD75 セ ク シ ョ ン （北 か ら ）

久恵東岸遺跡 I SD55 、 I SD60 、 L S D75完掘 （南 か ら ）



久恵東岸遺跡 1 SK I O セ ク シ ョ ン （北か ら ）
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久恵東岸遺跡 1 SK 1 5 セ ク シ ョ ン（北から）

久恵東岸追跡 1 SK25 セ ク シ ョ ン（東から）
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（北か ら ）

久恵東岸遺跡 1 SK65セ ク シ ョ ン
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久恵東岸遺跡 I SK70完掘（西から）

久恵東岸遺跡調査区全景（東から）
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_,_ 
久恵東岸遺跡調査区東部全景（上が北）

久恵東岸迫跡調査区西部全景（上が南）



P la .26 

1 3- 1  1 3- 1  

1 3-2 1 3-3 1 3-3 

久恵権藤追跡出土遺物

� 
20-1 

久恵中野遺跡B区 I SD02出土遺物

久恵中野遺跡B区 I SD03出土遺物
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23-2 

23-3 

久恵中 野遺跡B 区 1 SI0 1 出 土遣物



P la .28 

・

•
 

久 恵 中 野遺跡A 区 表土 出 土遺物
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久 恵 中 野遣跡B 区 出 土遺物
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25-26 
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25-32 

久 恵 中 野遺跡B 区 出 土遺物
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25-40 

久恵中野遺跡B区出土迫物
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22-1 
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22-1 

25-48 

久 恵 中 野遺跡A 区 出 土遣物
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26-5 26-5 
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久 恵 中 野造跡A · B 区 出 土石器
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35-5 35-5 

久恵上 川 原 追跡A 区 表土 ・ 1 SK 1 5 · B 区表土 ・ J SD I O出 土迫物
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34-1 

久恵上川原遺跡A区 1 SD I O,B区 I SD I O出土遺物

36-1 36- 1 

36-6 

� 

36-6 

36-5 

久恵上川原遺跡B区出土地不 明 · I SI20出土土師器
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37-4 

久恵上 川 原 遺跡A 区 1 SK 1 5 · 出 土 地 不 明造物

38-6 

38- 1 0 

38- 1 2  38- 1 2  

久 恵上 川 原 造跡表土 出 土遺物
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38-8 38-8 

久恵上 川 原 遺跡表土 出 土遺物

42-1 

久恵東岸遺跡出 土遺物
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